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UNAFEI60周年 ACPF40周年
世界の「犯罪なき繁栄」をめざして

左から、ピセット・サーアーディエン TIJ（タイ法務研究所）所長、
マッティ・ヨッツェン TIJ（タイ法務研究所）特別顧問、葉梨康
弘法務大臣（当時）、樋渡利秋 ACPF 会長、北田幹直 ACPF 理事長、
森永太郎 UNAFEI 所長（2022 年 10 月 21 日 全国町村会館）
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　本日は、UNAFEI60 周年の
記念式典に国内外より多くの皆
様にご参集いただきまして誠に
ありがとうございます。
　UNAFEI は、1962 年の発足
以来、国連関係機関として、ま
た、法務省法務総合研究所の一
部門として、世界中の犯罪防止・
刑事司法分野における制度・実
務の発展に寄与すべく、たゆま
ぬ努力を続けて参りました。多
くの功績を残した先人たちの足
跡をたどりつつ、時代の変化に
応じ、犯罪防止・刑事司法・犯
罪者処遇更生の分野において、全世界的には、
そして個々の国や地域では何が求められてい
るのかを考えながら、これらに対応できるよ
うに常に工夫を重ね、自らの活動を改善して
きております。
　言うまでもなく、このような UNAFEI の
活動は、国内外の関係諸機関や団体、そして
個々の専門家などのご協力・ご支援に支え
られています。UNAFEI 単独で可能な活動
はひとつもありません。この 60 年にわたり
UNAFEI の活動に多大なご協力をいただき
ました多くのみなさま方に心からの感謝を申
し上げます。とりわけ、国際研修等では常に
パートナーとして協力をいただいている国際
協力機構（JICA）、毎回の国際研修等で側面
支援をしていただいており、今回 UNAFEI
とともに 40 周年記念を祝われるアジア刑政
財団（ACPF）、そして、国連犯罪防止刑事
司法ネットワークの（PNI）幹事としていつ

も多大な協力をいただいている
ウィーンの国連薬物・犯罪事務
所（UNODC）、そしてそのネッ
トワークの仲間である、17 の
PNI の皆さんには日頃のご協力
に対して御礼を申し上げます。
　このところ、コロナ禍の影響
もさることながら、国際情勢は
急速に複雑化し、これに伴って、
犯罪防止・刑事司法の世界でも、
引き続き対応すべき旧来の諸問
題に加えて、新たな取り組みを

記念式典あいさつ

貴重なアラムナイ・ネットワーク
国連アジア極東犯罪防止研修所長　森永　太郎

必要とするグローバルな課題
がいくつも明らかになってき

ています。こうした課題に真摯に対処してい
くためにはこれまで以上に国際的な協力が求
められます。一部の国々や少数の機関のみの
力でできることは限られています。このこと
から UNAFEI は、近時コロナ禍のためにど
うしてもやや希薄にならざるを得なかった、
関係機関同士、特に PNI 同士の交流を率先
して強化していきたいと考えており、今後も
PNI をはじめとする多くの国際機関や政府間
機関とも交流を増大させ、そのことを通じて
さらに自力をつけ、また、6,200 名を超える
アラムナイ・ネットワークの力も借りながら、
犯罪のない社会を目指した活動を展開してい
くつもりです。
　これまでの皆様のご支援に改めて深く感謝
いたしますとともに、今後も一層のご協力、
ご支援をいただけますようにお願い申し上
げ、私のご挨拶とさせていただきます。
　どうもありがとうございました。

国際的な協力に支えられた 60 年
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　本日、国連アジア極東犯罪防
止研修所 ( アジ研 ) の創立 60 周
年及び公益財団法人アジア刑政
財団設立 40 周年の記念式典に当
たり、アジア刑政財団会長とし
て一言ご挨拶申し上げます。
　アジア刑政財団は 1982 年、当
時のアジ研所長で、後の当財団
理事長となる敷田稔氏の発案に
より「アジアの友と手を取り合っ
てアジアと世界の安定と繁栄を
推進しよう」との趣旨の下に設
立されました。
　設立以来、当財団はアジ研の
事業を支援し、それに関連する諸活動を推進
し、1990 年代以降は「犯罪なき繁栄」をス
ローガンにして、アジア及び世界の安定と繁
栄に向けた活動をして参りました。その活動
は国連で高く評価され、1991 年には国連経
済社会理事会によって国連での諮問的地位を
有する「国連 NGO」に指定され、2000 年には、
同理事会によって、同理事会に新たな検討事
項を提案することもできるわが国では数少な
い総合協議資格を有する NGO への昇格が認
められました。
　当財団は、1992 年以降「アジア刑政財団
世界大会」と銘打った会議をアジア諸国等で
12 回開催し、そこで採択された決議等を国
連に提出するなど国連 NGO 総合協議資格に
見合った活動を展開する一方、アジ研の研修
に参加された諸外国の刑事司法関係者や客員
専門家の方々の我が国滞在がより充実したも
のとなるよう「おもてなしの心」をもって様々
なプログラムやイベントを提供し、そのよう
な折の出会いを大切に育むことによって海外

ネットワークを構築し、拡充
してきました。本日も、この
ような海外ネットワークのい
わば代表者として、当財団の
よき理解者であり支援者でも
あるマッティ・ヨッツェン博
士やセヴェリーノ・ガーニャ・
フィリピン元次長検事にご出
席いただいていることは、誠
にうれしいかぎりでありま
す。
　ちなみに当財団が、海外か
らの研修参加者等に提供す
るプログラムとしてホームビ

ジット、原爆資料館や大相撲見学などの文化
交流プログラムや国内各支部への訪問、刑事
司法施設の視察などがありますが、このよう
に多彩なプログラムは、当財団が国内に有す
る複数の支部の協力、支援によって実施して
きたところです。
　当財団はこのような活動を展開してきたと
ころですが、最近の当財団を取り巻く状況は
厳しいものがあると言わざるを得ません。
　支部及び会員企業数は 2000 年をピークと
して減少傾向にあったところ、さらにコロナ
禍による経済情勢の悪化と財団事業活動の制
約が相まって会員企業数と支部の減少傾向が
強まっている状況です。またアジ研が約３年
間コロナ禍で海外参加者が訪日する国際研
修・セミナーを実施できなかったため、当財
団も直接の交流機会がなく、対外的に活動状
況を発信することが困難な状況におかれてお
りました。
　このような情勢下にあって、当財団はいさ
さかなりとも顔の見える活動により対外発信

記念式典あいさつ

ACPF のこれからに向けて
ACPF会長　樋渡　利秋
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日　時　令和４年 10 月 21 日（金）午後５時から８時 30 分まで
場　所　全国町村会館

　第１部　式　典（午後５時～６時）

１　挨拶　国連アジア極東犯罪防止研修所（UNAFEI）所長�
� 森永　太郎
　　　　　アジア刑政財団（ＡＣＰＦ）会長� 樋渡　利秋
２　祝辞　法務大臣			   　 � 葉梨　康弘
　　　　　国際刑事裁判所（ＩＣＣ）所長　　
� ピョートル・ホフマンスキー
　　　　　国連薬物・犯罪事務所（ＵＮＯＤＣ）事務局長　  
� ガーダ・ワーリー（ビデオメッセージ）
　　　　　最高裁判所判事� 堺　　　徹
　　　　　検事総長			   　 � 甲斐　行夫
　　　　　警察庁次長		  　 � 緒方　禎己
　　　　　外務省総合外国政策局参事官（大使）　 � 今福　孝男
　　　　　国際協力機構（ＪＩＣＡ）理事長	 　 � 田中　明彦
３　ＡＣＰＦ４０ 周年記念懸賞論文授賞式

　第２部　祝賀会（午後６時 ３０ 分～８時 ３０ 分）

１　開会挨拶　国連アジア極東犯罪防止研修所長　　　　森永　太郎
２　祝　　辞　衆議院議員　　　　　　　　　　　　　　森　　英介
　　　　　　　衆議院議員・法の支配を推進するため、司法外交を展
　　　　　　　開する議員連盟会長� 上川　陽子
　　　　　　　� （ビデオメッセージ）
　　　　　　　衆議院議員（ＡＣＰＦ亀龍会会長代行）� 亀岡　偉民
３　鏡　開　き　法務大臣　　　　　　　　　　　　　　　葉梨　康弘
　　　　　　　タイ法務研究所特別顧問　　　マッティ・ヨッツェン
　　　　　　　タイ法務研究所（T Ｉ J）所長　
　 � ピセット・サーアーディエン
　　　　　　　国連アジア極東犯罪防止研修所長　　　　森永　太郎
　　　　　　　アジア刑政財団（ＡＣＰＦ）会長　　　　樋渡　利秋
　　　　　　　アジア刑政財団（ＡＣＰＦ）理事長　　　北田　幹直

４　乾　　杯　法務大臣　　　　　　　　　　　　　　　葉梨　康弘

を行うと考え、本年、前国際刑事裁判所判事
尾崎久仁子氏を講師とし「国際刑事裁判所と
ウクライナ問題」をテーマとする WEB セミ
ナーを開催し、また当財団埼玉支部会長で前
最高検検事の城祐一郎氏の「取り調べの真実」
と題した講演会を WEB 配信いたしました。
さらに 40 周年記念行事として犯罪防止に関
する懸賞論文募集を企画し、この式典の最後
にその受賞者を発表することとなっておりま
す。なお、この懸賞論文企画は、当財団に継
続的で強力なご支援を頂いております故敷田

前理事長ご令室英子様の当財団への熱い思い
がこもったご厚志によって実現したものであ
ることをご披露申し上げ、この場を借りて厚
く御礼申し上げます。
　当財団は足許、厳しい状況に置かれており
ますが、その中にあって今後とも創意工夫を
凝らして事業活動を継続して活性化し、「犯
罪なき繁栄」をスローガンに鋭意努力して参
る所存でありますので、ご列席の皆さまの暖
かいご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申
し上げ、私のご挨拶といたします。

� （歓談・ビデオ上映）
５　余　　興　銭太鼓演舞（保護司アジ研協力会協力）
６　スピーチ　故敷田稔氏夫人		  　  � 敷田　英子
　　　　　　　ＵＮＯＤＣ条約局長� ジョン・ブランドリーノ
 � （ビデオメッセージ）
　　　　　　　国際刑事裁判所（ＩＣＣ）判事　　　　  � 赤根　智子
７　敷田賞授与式　謝辞　ＡＣＰＦ国際理事   
� セヴェリーノ ・ハント・ガーニャ・ジュニア
８　中締め　　アジア刑政財団（ＡＣＰＦ）副理事長　　山下　輝年

　記念講演会

日　時　１０ 月 ２１ 日（金）午後１時 ３０ 分から４時まで
場　所　法務省大会議室（ハイブリッド形式）
テーマ　「包摂的社会の構築に向けた再犯防止の取組」
　　　　(Creating Inclusive Societies: Approaches to Reducing 
　　　　　Reoffending)
１　開会挨拶　国連アジア極東犯罪防止研修所長　　森　永　太　郎
２　講　　演　
　　　①包摂的社会の構築：国際犯罪プログラムの観点から見た再犯
　　　防止
　　　(Creating Inclusive Societ ies:the Reduction of         
� Reoffending in the Context of the UN Crime Programme)
　　　タイ法務研究所特別顧問（元ＨＥＵＮＩ所長）   
� マッティ・ヨッツェン
　　　②航海（Voyages）　
　　　サモア最高裁判所・上席判事
　　   � クラレンス・ジョセフ・ネルソン
　　　③刑事司法の発展に向けたアジア刑政財団とフィリピン犯罪防
　　　止実務者連盟の国際協力
　　　アジア刑政財団国際理事�
� セヴェリーノ ・ハント・ガーニャ・ジュニア
３　クロージング・リマークス　アジア刑政財団理事長
� 北　田　幹　直
　　　※記念講演会・記念式典・祝賀会、いずれも同時通訳で実施

記念式典・祝賀会
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　国連アジア極東犯罪防止研修所（ＵＮＡＦ
ＥＩ）創立 60 周年、公益財団法人アジア刑
政財団（ＡＣＰＦ）設立 40 周年の記念式典
と祝賀式典が 2022（令和４）年 10 月 21 日
午後５時から東京永田町の全国町村会館で開
かれた。
　これに先立ち同日午後１時半から国連アジ
ア極東犯罪防止研修所（UNAFEI）創立 60 
周年の記念講演会が東京霞が関の法務省大会
議室で行われた（10 ～ 11㌻に詳細）。
　UNAFEI、通称アジ研は 1962（昭和 37）
年に設立された国連の地域研修所。アジアを
はじめとする世界の開発途上国における刑
事司法制度の発展のために研修を実施して
いる。その対象は、警察官、検察官、裁判
官、刑務官や保護観察官など刑事司法の実務
者で、研修を受けた人は、これまでに 142 カ
国・地域の 6289 人（うち日本 1612 人）に
のぼる（2022 年 9 月 30 日現在）。国連の加
盟国は 193 だから７割を超えている。卒業
生（Alumni ＝アラムナイ）は各国で刑事司
法のエキスパートとして活躍し、法務大臣、
最高裁長官、検事総長、警察庁長官などの要
職に就いた人が少なくない。
　ACPF は、アジ研の国際貢献を支援しよ
うと、1982（昭和 57）年２月に設立された。

「犯罪なき繁栄」をスローガンに活動を続け、
国連ＮＧＯのトップカテゴリー（総合協議資
格）にあるのだ。「国際社会において、名誉
ある地位を占めたい」（憲法前文）を実現し
ているにもかかわらず、国民のほとんどがこ
の事実を知らない。
　記念式典はアジ研の入江淳子次長の司会で
進められた。コロナ禍で会
場の参加者を 90 人に絞り、
テーブルへの着席方式。演
壇も透明のシールド板で仕
切られた。
　 ま ず 国 連 ア ジ ア 極 東 犯 罪 防 止 研 修 所

（UNAFEI）森永太郎所長があいさつ（３㌻
に全文掲載）。「コロナ禍の影響もさることな
がら、国際情勢は急速に複雑化し、犯罪防止・
刑事司法の世界でも、新たな取り組みを必要
とするグローバルな課題がいくつも明らかに
なってきています」と訴えた。
　アジア刑政財団（ACPF）の樋渡利秋会長
は「当財団を取り巻く状況は厳しいものがあ
るが、『犯罪なき繁栄』をスローガンに国際
貢献に努める」と誓った（４㌻に全文）。
　祝辞のトップバッターは葉梨康弘法務大
臣。「今なお続くロシアの暴挙は、まさに『法
の支配』への挑戦というべきもの。国際社会

UNAFE I 60 周年・ACPF40 周年

「犯罪なき繁栄」へ国際貢献の実績を重ねて
国際色豊かに記念行事

葉梨法相（当時） ワーリーUNODC事務局長 堺最高裁判事ホフマンスキー ICC所長
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は改めて、守るべき価値を再確認し、平和と
安定を取り戻さなければなりません」とロシ
アのウクライナ侵攻を非難したうえで、「犯
罪防止・刑事司法分野は、世界でも有数の治
安の良さを誇る日本が有効な国際貢献を果た
すことのできる分野であり、アジ研とアジア
刑政財団の活動は、日本が果たすべき国際貢
献の一つのモデル。法務省としては『法の支
配』等の普遍的価値を国際社会に浸透させる
ため、引き続きその取り組みを積極的に推進・
支援していく所存です」と述べた。
　国際刑事裁判所（ＩＣＣ）のホフマンスキー
所長は、この日、アジ研と ICC の連携と協
力を強化する協定に、森永所長とともに署名
したことを明らかにした。
　ICC は戦争犯罪や人道に対する罪を犯した
個人を国際法に基づき訴追・処罰する裁判所。
オランダ（ハーグ）にあり、日本からは尾﨑
久仁子さんに次ぎ、元アジ研所長の赤根智子
さんが裁判官を務めている。
　国連薬物・犯罪事務所（UNDOC）のガー
ダ・ワーリー事務局長は、ビデオメッセージ
で UNAFEI、ACPF の長年にわたる国際貢
献を称えた。
　最高裁判所の堺徹判事は、東京高検検事長
から就任した。「1988（昭和 63）年に検察官
としてアジ研の研修に参加しました。海外や
国内の様々な刑事司法関係者と触れ合い、議
論を交わすことで日常業務では得ることので
きない経験ができました」と話した。
　甲斐行夫検事総長は「検察は、令和３（2021）
年４月『先端犯罪検察ユニット（JPEC）』を
設置しました。JPEC は、サイバー犯罪等の

先端犯罪の解明に有益な情報を収集・管理・
提供することを通じて捜査公判を支援、海外
の法執行機関や司法当局とも情報交換を行っ
ています。今年６月、アジ研の国際研修で
JPEC 所属の検察官がサイバー犯罪に対する
取り組みについて講義をしました。JPEC が
国際協力の一端を担えたことをうれしく思
い、今後ともアジ研の諸活動に協力をさせて
いただきたい」と述べた。
　次いで緒方禎己警察庁次長は、アジ研研修
などの成果を警察行政に活かしてきたことを
報告。「アジ研・ACPF の果たすべき役割が
重要性を増す中で、警察庁としても協力関係
を一層深め、その活動に対する支援を推進し
たい」と、協力体制の強化をうたった。
　外務省総合外国政策局の今福孝参事官（大
使）は「UNAFEI は刑事司法制度、犯罪者
処遇、矯正、人身取引、薬物、マネーロンダ
リング、腐敗などで多くの各国専門家を育成
してきました。外務省は、UNAFEI やアジ
ア刑政財団の取り組みを引き続き支援してい
きます」と約束した。
　国際協力機構（JICA）の田中明彦理事長
は「コロナ禍で控えていた研修員の来日を再
開。開発途上国の皆さんに“Japan is back”
を実感してもらえるよう UNAFEI とともに
取り組んで行く。11 月の汚職研修には、ウ
クライナから 2 名が参加します。ウクライナ
の復興に不可欠な法の支配の強化に向けて、
多くを学んでくれるものと思います」と話し
た。
　最後に、ACPF40 周年記念懸賞論文の授
賞式が行われた。

甲斐検事総長 緒方警察庁次長 今福外務省参事官 田中 JICA 理事長



A C P F  N E W S  No.65 2022.12（8）

　祝賀会は、式典と同じ会場で、透明のアク
リル板で仕切られたテーブルに各６人ずつ
座って、午後６時 30 分から開かれた。
　主催者 UNAFEI の森永太郎所長は「祝賀
会は本来、自由に多くの方々と懇談できる立
食が理想ですが、未だコロナの懸念がある中、
着席形式にいたしました」とお詫び。

森、上川、亀岡 3代議士が祝辞
　祝辞の最初は、元法
務大臣の森英介衆議院
議員。超党派の日本・
ウクライナ友好議員連
盟の会長。ウクライナ
国会議員５人が来日中
で日本の支援を求めて
いることを話した。

　「ロシアによるウクライナへの侵略。力に
よる一方的な現状変更で、基本的人権・法の
支配を踏みにじる暴挙であり、決して許され
ない。世界中の人が安全に暮らせる社会の実
現に、日本が行うべきは、法の支配の確立を
目指す司法外交の推進です。私が司法制度調
査会長であった今年４月に提出した同調査会
2022 提言に『司法外交の戦略的推進』を掲
げています。
　アジ研には、法の支配を世界に広げる活動
を更に発展させ、今回のウクライナのように
法の支配の再構築が必要な国に、その知見を
活用して支援をお願いしたいと思います」
　続いて「法の支配を推進するため、司法外
交を展開する議員連盟会長」の元法務大臣、
上川陽子衆議院議員はビデオメッセージで。
　「 私 は 法 務 大 臣 就 任 以 来『 司 法 外 交 』

（Judicial Affairs Diplomacy）を提唱してい
ます。その背景に、アジ研の国際協力活動が

あります。法
務大臣時代、
アジ研の研修
で得た知識と
ネットワーク
を 生 か し て
キャリアを築
かれている卒業生が世界各国にいることを目
の当たりにし、アジ研の功績の大きさを実感
しました。
　司法外交は 2021 年３月開催の京都コング
レスを経て、本年６月に閣議決定した『経済
財政運営と改革の基本方針２０２２』（『骨太
の方針』）にも明記されています。10 月５日
衆議院本会議での私の代表質問に、岸田文雄
総理自ら司法外交の推進に取り組み、国際社
会における法の支配強化宣言されたのです。
　ウクライナに侵攻したロシアの責任を追及
し、法の支配を再構築するには、国際刑事裁
判所（ICC）の役割が重要です。その ICC 所
長がこの式典と祝賀会のために来日されたこ
とは、大きな意義があります。アジ研の 60
年に及ぶ知見でＩＣＣと連携することで、国
際社会での平和構築に新たな角度から貢献で
きれば、司法外交の大きな成果の 1 つと考え
ます」
　続いてアジア刑政財
団本部支部「亀龍会」
会長代行でもある亀岡
偉民衆議院議員。
　「アジ研の功績の陰
に、それを支え続けた
アジア刑政財団の内助
の功があると思いま
す。財団の設立は 1982 年ですが、その設立
に私の父元農林水産大臣の亀岡高夫も関わっ

祝賀会

宴の中、「司法外交」推進の声
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ています。設立者敷田稔氏の理念に賛同、財
団設立の資金集めに奔走したのです。
　アジア刑政財団は、国連の総合協議資格を
持った国連ＮＧＯです。トップカテゴリーの
資格を持つ国連ＮＧＯは、日本では片手で数
えられるくらいしか存在しません。
　しかし、今財団は財政難に陥ろうとしてい
ます。私は、公的支援が必要だと思っていま
すが、皆さまも知り合いの企業等にアジア刑
政財団という素晴らしい国連ＮＧＯの存在を
宣伝して欲しいと思います」
　鏡開きは、葉梨康弘法務大臣（当時）を
真ん中に、マッティ・ヨッツェン T Ｉ J（タ
イ法務研究所）特別顧問、ピセット・サー
アーディエン T Ｉ J（タイ法務研究所）所長、
UNAFEI 森永太郎所長、ACPF 樋渡利秋会
長、同北田幹直理事長の６人で行い、葉梨法
相が乾杯の音頭をとった。
　しばらく歓談のあと、保護司アジ研協力会
推薦の「安来節保存会大江戸支部銭太鼓同好
会」による銭太鼓演舞が行われた。

　敷田夫人、思い出を語る
　そのあと、ACPF
創 設 者 敷 田 稔 氏

（2017 年 逝 去 85
歳）の英子夫人が
UNAFEI、ACPF
に一生を捧げた敷

田氏の思い出を語った。
　「結婚して 50 年。90 歳になりました。敷
田の遺志を継いで、生きている限りこの財団
を支えていきたいと思っています」と述べ、
盛んな拍手を受けた。

　 国 連 薬 物 犯 罪 事 務 所
（UNODC）ジョン・ブラ
ンドリーノ条約局長はビ
デオメッセージ。
　元アジ研所長で、現在

国際刑事裁判所（ICC）判事赤根智子さんの

英語でのスピーチは熱い
ものだった。歴代アジ研
所長 23 人の一人で、任期
は 2013 年 ７ 月 か ら 翌 14
年 10 月まで。スピーチで
ICC の女性 2 名を紹介。

「ペルー出身のルス・デル・カルメン・イバニェ
ス・カランサさん。18 カ国 18 人の裁判官の
一人で、現在 ICC の第一副会長。もう１名は、
フィジー出身のナザット・シャミーム・カー
ンさん。ICC 検察官 2 名のうちの一人です。
お二人は 1990 年代と 1980 年代にそれぞれア
ジ研のセミナーに参加しました。当時はまだ
若手職員で、アジ研のコースが楽しく、啓発
されて今があると語っています」
　「私はアジ研の家族の一員であることをと
ても誇りに思っています」と話し、アジ研の
未来についてこう語った。
　「温故知新という論語があります。元アジ
研所長の敷田先生は、常に未来を見ていまし
た。今から 20 年ほど前に、『世界の環境犯罪
にどう取り組むか』を取り上げていました。
今敷田先生がここにいたら、『宇宙での犯罪、
別の惑星での犯罪』に関するセミナーを提案
したかもしれません」
　最後に「アジ研と ICC の覚書締結の瞬間
に立ち会えたことは嬉しい限りです。これは、
アジ研と ICC 双方にとって、新時代を切り
開く素晴らしいニュースです」と話した。
　このあと、敷田賞授与式が行われた。その
詳報は 24 ～ 25㌻に掲載したが、元フィリピ
ン検事で、ＡＣＰＦ国際理事	 セヴェリー
ノ・ガーニャさんの謝辞は、日本語を交え、
ユーモアたっぷり、時に涙ぐみながら感動的
なもの。シキタセンセイが何度も口をついた。
　最後は、山下輝年アジア刑
政財団（ACPF）副理事長兼事
務局長が中締め、記念式典から
３時間半に及ぶ祝賀行事を終
えた。
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　2022 年は、国連アジア極東犯罪防止研修
所（アジ研）の創設 60 周年、アジア刑政財
団（ACPF）の設立 40 周年です。その記念
行事が 2022 年 10 月 21 日、アジ研 60 周年記
念講演会（ACPF 共催、於法務省大会議室）、
両機関の周年記念式典と祝賀会（於全国町村
会館）が開催されました。
　この記念行事に先立ち、10 月 17 日から
UNAFEI（アジ研）では、国連犯罪防止・刑
事司法プログラム・ネットワーク機関（PNI）
専門家会合が開催されました。テーマは「再
犯防止及び包摂的社会の構築のための技術支
援の強化」です。これは、2021 年 3 月の第
14 回国連犯罪防止刑事司法会議（京都コン
グレス）で「京都宣言」が採択されており、
国連薬物・犯罪事務所（UNODC）では再犯
防止のためのモデル戦略を策定中ですが、そ
の実施のためには制度構築や人材育成の支援
が必要になるため、これに貢献しようという

ものです。この専門家会合の最終日に、記念
講演会と両機関の周年記念行事を開催したも
のです。
　講演者と講演内容
　記念講演のテーマは、上記専門家会合
の一環でもあることから、「包摂的社会の
構築に向けた再犯防止の取組」（Creating 
Inclusive Societies: Approaches to Reducing 
Reoffending）で、講演者は次のお三方です。

（1）マッティ・ヨッツェン氏（タイ法務研究
所特別顧問・元 HEUNI 所長）

（2）クラレンス・ジョセフ・ネルソン氏（サ
モア最高裁判所上席判事

（3）セヴェリーノ・ハント・ガーニャ・ジュ
ニア氏（アジア刑政財団国際理事・元フィリ
ピン次長検事）
　ヨッツェン氏は、国連ヨーロッパ犯罪防止
研究所（HEUNI）の所長を長年務め、PNI
の中心人物として活躍された方です。毎年の

UNAFEI60 周年記念講演会

包摂的社会の構築に向けた
再犯防止の取り組み

　2021 年秋にマッティ・ヨッツェン氏（元 HEUNI 所長）が旭
日小綬章に、そして 2022 年秋には、エドゥアルド・ヴェテレ氏（元
UNODC 条約局長）が旭日中綬賞、キティポン・キタヤラク氏（元
タイ司法省次官、UNAFEI 研修参加経験あり）が旭日重光章に
輝いた。
　特に、キティポン氏は訪日しての受章となり、本年 11 月 11 日
に記念講演を法務省大会議室で開催した。演題は「タイ王国の司
法制度を新たに思い描く～協働と人間中心のアプローチを目指し
て～」で、主催は、UNAFEI、TIJ（タイ法務研究所）と ACPF
が共催した。会場、ズーム各 100 名の国内外の参加者があった。
　キティポン氏は、TIJ 所長を務め、現在は TIJ 特別顧問。

旭日重光章を受けたキ
ティポン氏（11月 9日）

ACPF 海外関係者に叙勲 続々
～キティポン氏の記念講演開催～
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国連コミッションや 5 年に
一度の国連コングレスでは、
毎回、セッションの議長を
務めています。極めて論理
的で頭脳明晰な方ですが、
その話し方や物腰は穏やか
です。全ての立場の方に配

慮しつつ、ジョークも交えながらベストの結
論に導いていくのです。そして何か企画する
ときは、自ら草案を作成して議論を進めてい
く方です。
　本講演では、テーマに則しながら、戦前・
戦後を通じて国連の刑事司法関係の分野にお
いて、日本政府やアジ研の果たしてきた役割、
特に国連が刑事司法の特定犯罪類型の解決に
傾きがちな潮流にあって、アジ研が犯罪防止
や犯罪者処遇のテーマを継続してきたことを
評価してくださるなど、その意義と成果を非
常に分かりやすく説明してくださいました。
また、ACPF 創設者である敷田稔元理事長
にも言及され、共催者の ACPF としても感
謝申し上げます。

　ネルソン判事は、2006 年
にアジ研での汚職防止研修
参加者です。当時は地方裁
判所の上席判事でしたが、
発 表 ペ ー パ が ア ジ 研 の リ
ソースマテリアルに掲載さ
れるなど、その能力が評価

されていました。現在はサモア最高裁判所上
席判事として活躍されています。サモアとい
えば、千田恵介元アジ研所長が日本国大使と
して赴任していますが、ネルソン判事が参加
した当時のアジ研次長でもあります。講演で
は、アジ研コース参加とその後、子どもの人
権保護の観点からの包摂的社会の構築、サモ
アと太平洋諸国における再犯防止について、
いずれも新たな分野と自分自身を発見する連
続であり、それを「旅路」に喩えつつ、今後
の支援の重要性を訴えました。

　3 人目は ACPF 会員には
お馴染みのガーニャ氏です。
1991 年にアジ研研修に参加
して以降、アジ研の客員専
門家としてあるいは ACPF
関係の様々な行事で招待を
受けてアジ研や ACPF の活

動に大きく貢献してこられました。
　講演では、ACPF 名古屋支部の支援の下
開設されたモンテンルパのハーフウエイハウ
スの件や、アジ研によるフィリピン保護司の
活性化について支援を受けたこと、そして、
日本とフィリピン間にまたがる重要な刑事事
件の捜査においても、犯罪人引渡条約や捜査
共助条約が締結されておらず、この分野での
協力は国際法上の義務とはされていないので
すが、ガーニャ氏の人的ネットワークと工夫
により重要事案の真相解明に大きく寄与した
ことに触れられました。犯罪防止や刑事司法
において、いかに国際協力が重要であるかを
熱く語られました。

　北田理事長のクロージング
　講演の最後には、共催者である ACPF の
北田幹直理事長が閉会の挨拶をしました。
　その要旨は、アジ研所長時代にヨッツェン
氏と知り合い、その卓越した能力を遺憾なく
発揮して会議をリードして適切にまとめ上げ
る様を目の当たりにしていたこと、ネルソン
判事が参加した汚職防止研修は北田理事長が
アジ研所長の頃にアジ研で開始したことなど
の縁に触れ、ガーニャ氏については、日本・
フィリピンの関係発展につながる人的ネット
ワークの構築と拡充がなされてきたことに触
れ、記念講演にふさわしい人選と内容であっ
たことへの感謝を申し上げるものでした。
　アジ研・ACPF のネットワークの素晴ら
しさを体感できるものになったに違いありま
せん。
　（ACPF 副理事長兼事務局長・山下輝年）
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文化勲章受章
者 の ACPF
理事絹谷幸二
さんを囲ん
で、ヨッツェ
ンさん（右端）
と敷田英子さ
ん、娘の安原
典子さん

敷田賞を受け、喜び
を全身で表すガー
ニャさん
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井
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介
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る
ア
ジ
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入
江
淳
子
次
長

６０ 年の歩み 笑顔に映し

「はいポーズ」で記念撮影なごやかに国際交流



A C P F  N E W S  No.652022.12 （13）

にこやかに談笑
左から、敷田夫人、北田
ＡＣＰＦ理事長、ヨッ
ツェンＴＩＪ特別顧問

次の時代へ発展を誓う

森英介衆院議員を真ん中に２人の元検事総長。
右は樋渡利秋 ACPF 会長、左は大野恒太郎
ACPF評議員

ACPF理事ら。前列吉田尚正元警視総監（右）、佐々
木知子元参議院議員・元アジ研教官。後列新庄一
郎元神戸地検検事正（右）、北村浩志ACPF監事

保
護
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ジ
研
協
力
会
推

薦
の
「
安
来
節
保
存
会
大

江
戸
支
部
銭
太
鼓
同
好

会
」
の
皆
さ
ん
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　ACPF40 周年記念懸賞論文は、テーマを
①犯罪防止分野の国際協力で市民（若者や企
業を含む）が果たす役割②再犯防止において
官民協働（若者や企業を含む）の促進を図る
方策――として、応募資格は学生、社会人を

問わなかった。
　7 月末の締切までに応募のあった日本語論
文 18 件、英語論文 10 件から以下の受賞者を
決定した。　
　　　　　

　記念式典で行われた授賞式では、日本語論
文優秀賞石原淳一氏と英語論文優秀賞の早稲
田大学大学院アジア太平洋研究科に留学中の
デスティン・ヌルアフィアティ・リスタンティ
さん＝ Destin Nurafiati Ristanti ＝に賞状と
賞金目録が贈られた。
　優秀賞の 2 人は、受賞の喜びを寄せた。
　石原氏は「私は、2020 年に UNAFEI のセ
ミナーに日本人研修員として参加し、ACPF
が行っている活動の一部を間近で拝見して以
来、その重要性を認識し、活動を応援してま

いりました。論文では、SNS の普及等によ
り不寛容な言動が増え、再犯防止にとって環
境が厳しくなっているのではないかという問
題意識の下、環境に優しい製品であることを
認証するエコマークのように、出所者等に限
らず、障害者、高齢者、外国人、就職氷河期
世代、女性等の脆弱な人々を積極的に受け入
れている包摂的な企業を認証する仕組みの構
築を通じて、より包摂的で寛容な社会を目指
していくべきではないかという主張を行いま
した。2021 年の京都コングレスでの「京都

優秀賞に石原淳一、リスタンティ両氏
ACPF40 周年記念の懸賞論文授賞式
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宣言」を挙げるまでもなく、「再犯防止」は、
刑事政策分野で日本がリーダーシップを発揮
できる分野であると思います。このような分
野で、受賞することができ、身に余る光栄で
す」。
　デスティン・N・リスタンティさんは、日
本語でメールを送ってきた。
　「懸賞論文優秀賞のメールを受けた時に、
最初は信じられませんでした。私が書いた英
文は、ACPF 創立 40 周年記念懸賞論文プロ

グラムで大賞に選ばれるとは想像もつきませ
んでした。ACPF 創立 40 周年記念懸賞論文
に応募し、講演会並び式典に参加させて頂く
ことは非常に栄光です。この機会のきっかけ
で、ACPF と共に犯罪防止に貢献できたこと
を実感し、すごく感謝しています。ACPF40
周年記念のイベントに参加できて、とてもよ
かったです。ものすごく貴重な経験だと思い
ます」

受
賞
者
の
記
念
撮
影
。
左
か
ら
塩
野
仁
志
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、
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氏
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と

リ
ス
タ
ン
テ
ィ
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（
全
国
町
村
会
館
で
）
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石原淳一氏「認証製品等の消費促進を通じた
再犯防止を含む包摂的な社会の構築の試み」
１　国際社会と再犯防止
　「京都宣言」では、「再犯を防止するための
マルチステークホルダー・パートナーシップ
を推進する。」ことが宣言されている。
２　日本における再犯状況
　近年、我が国においては、若年者の犯罪減
少が急激に進んでいる。しかし、再犯者率、
再入者率は上昇傾向にあることから、再犯防
止が重要となっている。
３　不寛容な社会
　SNS の普及等により、不寛容な言動が増
えている。犯罪者の家族が、不特定多数から
非難を浴び、仕事や学校を辞めざるを得ない
ケースが相次いでいる。少年法で保護される
こととされている加害少年も同様である。不
寛容な社会は、雇用、交際・結婚、家族・仲
間とのつながりといった社会的要因だけでな
く、更生意欲、将来への希望という主観的要
因にも悪影響を及ぼす可能性がある。
４　官民協働の現状
　再犯防止のために活動を行う個人・団体と
して、篤志面接委員、教誨師、保護司、更生
保護施設等、更生保護女性会、ＢＢＳ会、協
力雇用主等があるが、若者の関与度は高いと
は言えない。
５　若者の関与
　Z 世代は、他の世代に比べて、環境問題や
人種問題等の社会問題に敏感であり、自分の
利益のみを追求するのではなく、社会の幸福
をも求めようとする傾向が強いといわれてい
る。
　「持続可能な開発目標」（SDGs）のゴール
12 として持続可能な生産消費形態の確保が
掲げられるなど、エシカル消費（消費者それ
ぞれが各自にとっての社会的課題に取り組む
事業者を応援しながら消費活動を行うこと）
への関心が高まっている。
　そこで、環境に優しい製品であることを認
証するエコマークのように、出所者等に限ら
ず、障害者、高齢者、外国人、就職氷河期世
代、女性等の脆弱な人々を積極的に受け入れ
ている包摂的な企業を認証する仕組みを構築
することを提案する。
　このような取組が国民に浸透するには時間
を要するが、包摂的・寛容的な社会の重要性

をアピールすることは重要である。また、エ
シカル消費は垣根が低いため実行しやすく、
将来の寄付、ボランティア参加の誘因となり
得るほか、脆弱な者に対する差別的言動を抑
止する効果が期待できる。これらは次代を担う
Z 世代の価値観とも親和性は高い。さらに、認
証マークは企業間の競争を促す効果があろう。
　ステークホルダーは多数に及ぶため、創設
は容易ではないが、強力なリーダーシップを
発揮して、実現すべきと考える。
　
　Ms. Destin Nuafiati Ristanti“Raising 
Awareness on Younger Generation through 
Public Figure in Crime Prevention Strategy: 
K-pop Group BTS and Hate Crime toward 
Asians in the U.S. amidst Covid-19 
Pandemic”
　The Coronavirus outbreak at the end of 
2019 has created a situation where hate 
crimes toward Asian people have increased. 
The U.S. is one of the countries where this 
crime happened. As a result, strategies have 
been put in place to address this issue, such 
as signing the COVID-19 Hate Crimes Act 
into law. Furthermore, to raise awareness of 
the ongoing hate crime toward Asian people 
in the United States during the Covid-19 
pandemic, the K-pop band ‘BTS (Bangtan 
Sonyeondan or also known as Bangtan 
Boys)’ was invited to the White House, and 
they addressed this issue during their visit. 
Using this occasion as a case study, this 
article seeks to examine the role of BTS as 
a widely-known public figure in addressing 
anti-Asian hate crime, which has increased 
in the U.S. due to the Coronavirus outbreak. 
This exploratory study analyzes the role of 
young public figures in crime prevention, 
with the overarching research question of 

“Why did the U.S. choose BTS as a youth 
ambassador to address anti-Asian hate 
crime?” The paper is based on a review of 
publicly available articles, literature, and 
documents, which are then assessed. This 
study contributes to enriching the current 
academic debate and literature regarding 
the role of young public figures in raising 
awareness of the younger generation and 
hate crime prevention.

優秀賞２論文の要約
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意識改革というユニークな発想が印象に残る
ものであった。特に、提案の内容が持続可能
な消費と生産の達成を謳う SDGs にも合致す
るという点が審査員の高い評価に繋がった。
　佳作の吉村千冬さんと高木彩子さんの論文
は、それぞれ、高齢犯罪者の孤立予防を目的
としたコミュニティカフェの拡大と、非行少
年の再非行防止のための社会福祉士の付添人
や法務少年支援センターのスタッフとしての
活用を主張する。具体的制度の内容や実効性
を巡って両論文とも審査員の間で評価が分か
れたが、着眼点の良さに審査員の関心が集
まった。
　特別奨励賞は、特に注目すべき視点や将来
性が認められる論文に対して与えられるもの
であり、長橋孝典さんのピアサポータとして
の元犯罪者の処遇への参画、浜崎昌之さんの
不動産会社との連携による自立準備ホームの
拡充という視点が評価され、塩野仁志さんの
万引対策としての声かけ対策は、既に展開さ
れている活動ではあるものの、調査結果に基
づいた主張で将来の活動の発展に繋がりうる
として受賞に繋がった。
　今回の懸賞論文という企画を通じて、犯罪
防止に対する市民の関心が更に高まることが
望まれる。それが「犯罪なき繁栄」を掲げる
アジア刑政財団の目標であり、故敷田稔理事
長、故堺屋太一会長の御遺志にも叶うことに
なろう。

   　　   審査委員一覧（敬称略）
太田達也　慶応義塾大学教授（ACPF 理事）
今福章二　日本BBS連盟会長（ACPF評議員）
樋渡利秋　ACPF 会長、元検事総長
山口直也　立命館大学教授
山脇晴子　中央更生保護審査会常勤委員
　【英文】
マッティ・ヨッツェン　元 HEUNI 所長
ヨランタ・レド　ACPF ウィーン駐在代表
セヴェリーノ・ガーニャ ACPF 国際理事
森永太郎　UNAFEI 所長

審査委員講評
慶應義塾大学法学部教授・ACPF理事
　　　　　　　　　　　　　　　太田　達也

　この度の懸賞論文は①犯罪防止分野の国際
協力で市民（若者や企業を含む）が果たす役
割と②再犯防止において官民協働（若者や企
業を含む）の促進を図る方策の２つのテーマ
から一つを選ぶものであったが、日本語応募
論文の全てが②の再犯防止における官民協働
の促進をテーマとするものであった。海外の
制度を紹介するものも見られたが、国際協力
というテーマとは趣を異にするものであっ
た。アジア刑政財団が国連や国際社会で果た
す役割を考えると、もっと①の国際協力の
テーマを扱う論文の応募があればよかったの
であるが、まずその点が残念と言えば残念で
ある。
　②のテーマとしては、刑事施設や少年院と
いった矯正施設の施策を扱ったものは少な
く、殆どの応募論文は、社会における出所者
の社会復帰や再犯防止における市民ボラン
ティアや民間企業等の役割を論じるもので
あった。近年の再犯防止における「居場所作
り」や「出番作り」を巡る様々な施策が展開
されていることの影響があるものと思われる
が、新たな仕組み作りを提案するものや、既
存の取組の発展充実を唱えるものなど、各自
の着想を具体的に形にしようとする好感のも
てるものが多く見られた。ただ、現行の制度
や取組みをきちんと押さえず、思い付きを主
張するだけで、参考文献も何も示さないよう
なものについては、余り高い評価は集まらな
かった。
　そうした中で、優秀賞の石原淳一さんの論
文は、不寛容社会における若者の問題意識の
改革とボランティア活動の促進を目的として
再犯防止に資する認証マーク制度の創設を提
案するものであり、主張に対する踏み込んだ
検討がなされていないものの、犯罪者への働
き掛けによる再犯防止を扱った応募論文が多
い中で、消費活動や企業活動を通じた人々の
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　この原稿を書き出した時、その頃来日中の
グーグル CEO ピチャイ氏のインタビュー記
事（10 月 8 日付け日経新聞朝刊 1 面のトップ）
が目に止まりました。そこには「日本を含む
アジア・太平洋地域への投資を優先する」、「今
後 10 年間の成長の多くはアジア市場がもた
らす」といった経営戦略やマーケット評価が
記載され、これまで以上にアジアを重視して
いる姿勢が打ち出されていました。40 周年
の節目の年に偶々この記事を読んで、国際刑
事司法という畑違いの分野ではあるものの、
今から 40 年前に、ACPF を創設した敷田稔
元理事長らが、いち早くアジア諸国との連携
の重要性を強く認識し、多大な労力を払って
ACPF の礎を築き、その発展に腐心された
ことに改めて思いを致したところです。
　創設への努力の軌跡は、敷田稔著「犯罪な
き繁栄をめざして―国際派検事の五十年―」

（毎日新聞社）の第８章「犯罪なき繁栄とア
ジア刑政財団の設立発展」に詳しく記されて
います。設立の経緯や目的が、アジ研の活動
支援をその祖業としながら「アジアの友と手
を取り合ってアジアと世界の安定と繁栄を推
進」すること、「国連 NGO トップカテゴリー
である総合協議資格を有する団体に相応しい
活動を展開し、欧州理事会に比肩するような
アジア地域フォーラムとして国際刑事司法分
野で情報発信をしたい」といったことなどが
書かれています。気宇壮大な意気込みをもっ
て ACPF 活動に取り組んでおられたことが
分かります。　　　
　1992 年以降 12 回にわたる ACPF 世界大
会の開催や 5 年ごとに開催される国連犯罪防
止会議での ACPF 提供のイベントやプログ
ラム、さらにはアジ研がアジア地域の国々で
開催した二国間セミナーなどでの ACPF の

貢献などをみると、これらはそのスケールの
大きい意欲が具体化したものであったなと頷
けるところです。私がアジ研の次長や所長の
職に就いていた 1990 年代後半から 2000 年代
前半の頃、このような ACPF の活躍を直接
見聞し、その存在感の大きさを体感していた
ところです。
　ACPF40 周年に当たって振り返ってみる
と、当財団が国連 NGO トップカテゴリーに
相応しい活動を展開し、国連犯罪防止委員会
等を通じて国連経済社会理事会等に向けて発
信していたのは 2008 年の第 12 回世界大会頃
までのことだったようです。それ以降は、当
財団のキャパシティに照らすと相応の規模の
国際会議を主催することは人的にも財政的に
も負荷が過大で息切れ状態となってしまいま
した。ちなみに当財団の財政基盤の脆弱性と
それに伴う人件費圧縮の問題（低い事務局職
員給与と専務理事的立場の役員（事務局長）
の無報酬）については、前述の著書の中で敷
田元理事長も嘆いておられるところで、その
脆弱性等は未だ解消されていません。
　ところで、サステナビリティ（持続可能性）

ACPF創立40周年とそのサステナビリティ
　　　　 アジア刑政財団理事長　北田幹直
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す。まずは ACPF の祖業で活動の柱とも言
うべきアジ研支援の充実、強化、次に適切な
テーマと講師を選定をして講演会やセミナー
を開催すること。これらの活動を効率的に対
外発信し出来るだけ多くの方に届くようにす
ること、その方法としてオンライン開催をメ
インとしてハイブリッド方式も活用しなが
ら、そのような企画や成果物の周知を図るた
め SNS の活用も考えなければと思います。
　このようなイベントの実施主体の形態は、
ACPF 単独の場合もあれば国際刑事裁判所
のセミナー（6 月 17 日実施、講師尾崎久仁
子元国際刑事裁判所判事）にあるような法律
事務所との共催、ACPF 国内外支部とのコ
ラボ（例 : 昨年 9 月のフィリピンセミナー、
本年 8 月 25 日の、「取り調べの真実」講師城
祐一郎元最高検検事）、さらには刑事司法関
連団体や NPO 法人などとの共催などテーマ
に則してより効果的な形態を選択して行くの
が適切と考えています。
　以上に記しましたような努力と創意工夫を
凝らして、財政基盤の安定、充実を図りなが
ら興味、関心を引くテーマのイベントを開催、
発信して持続可能性を高めていきたいと考え
ていますので、今後ともご支援のほどよろし
くお願いいたします。

という言葉は、企業活動に関して環境や社会
に過度の負荷をかけることなく持続可能な企
業活動を行うという意味合いで使われる用語
ですが、それを持続可能性という文字どおり
のものとして用いれば、ACPF による大き
な国際会議等の開催は持続可能性の観点から
相当難しいものがあったように思われます。
　足元の当財団の状況に照らしてその持続可
能性を高めるための第一の課題は、改めて言
うまでもなく安定的な財政基盤の構築です。
これは ACPF 本部のみならず各支部が当面
する喫緊の課題です。安定的な収益を生み出
す大きな基本財産を持たない当財団は、収入
の全ては、法人と個人からの会費と寄付に
頼っています。しかし、アジア刑政通信 64
号で書きましたように、昨今、法人、個人の
会員数は右肩下がりでそれに比例して収入も
減少傾向が続いています。この状況を改善し
ない限りサステナブルな組織とは言えませ
ん。ただこのような状況の下でもスポット的
な寄付があることは会員の皆様にお伝えして
おきたいと思います。本年度においては、敷
田元理事長ご令室英子様から「ACPF への
カンフル剤」との趣旨で高額のご寄付を頂き
ました ( 過年度のご寄付の状況はアジア刑政
通信 63 号の山下事務局長の「敷田夫人・ご
令嬢の多額寄付に深謝」に詳述）。また、か
つて ACPF 海外支部のある国に事業展開し
ようとした際にその海外支部の方々に大変お
世話になり、ACPF のネットワークの素晴
らしさを体感したという企業経営者の方や知
人に紹介されてお会いした大阪在住の篤志家
の方から多額のご寄付いただきました。誠に
ありがたいことで、この紙面を借りて改めて
厚く御礼を申し上げます。今後とも、法人、
個人を問わずより多くの方々に ACPF をご
理解いただく努力を重ね当財団への支援に結
びつけたいと考えています。
　そして次の課題は、ACPF はサステナブ
ルな活動として何をしていくのかという点で

　　　ＡＣＰＦ世界大会の歩み
第１回 1992 年３月　東京
第２回 1993 年１月　クアラルンプール
第３回 1994 年３月　マニラ
第４回 1995 年 11 月　バンコク
第５回 1996 年 10 月～ 11 月　ソウル
第６回 1997 年 10 月　東京・静岡
第７回 1999 年 11 月　ニューデリー
第８回 2000 年 10 月　北京
第９回 2002 年 10 月　東京
第 10 回 2004 年 11 月　マカオ
第 11 回 2006 年 11 月　ジャカルタ
第 12 回 2008 年８月　ウランバートル
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長、名古屋高検検事長→金融庁長官→ ACPF
理事長）は敷田さんに同行、その一部始終を
目撃している。
　池崎さんは自宅の改築費用として手元に置
いておいた現金を寄付したのだ。池崎さんの
会社は、郵便番号の自動読取装置などに関連
して東芝と共同出資の会社を設立したことか
ら、ACPF は東芝と縁が出来て、設立した
財団の名誉会長に土光敏夫東芝会長が就任、
土光さんが亡くなって、次の会長に東芝元社
長、経団連副会長・渡里杉一郎さんが就任し
たのである。
　シキタセンセイは、財団設立を見届けると、
同年３月ウィーンへ。国連犯罪防止刑事司法

　アジア刑政財団（ACPF）が設立されたの
は、1982（昭和 57）年 2 月 18 日だった。シ
キタセンセイ敷田稔さんは、アジ研（国連ア
ジア極東犯罪防止研修所）の所長。50 歳の
誕生日を迎えた直後だった。
　その妻デコちゃん、英子夫人は、篤志家か
ら寄付された多額の現金を自宅に持ち帰った
夜のことを、祝賀会のスピーチでこう話した。
　「現金をカバンから出して床に並べるんで
すよ。デコ、お前もよく見ていろって。興奮
していました。『よし、これで財団が出来た』。
もう泣かんばかりでした」
　英子さんは、金額を言わなかった。シキタ
センセイは、その著『犯罪なき繁栄をめざし
て―国際派検事の五十年』（毎日新聞社 2004
年刊）に書き残している。
　その金額は、現在でも大金であり、当時な
らなおさらのことである。ご興味のある向き
は、その著書を一読願いたい。
　篤志家は、九州天草の出身の極東電機社
長池崎尚美さん（1995 年没 67 歳）である。
1972（昭和 47）年から保護司をつとめ、東

京保護観察協会の副会長
と な っ た。ACPF と の 仲
を取り持ったのは、当時の
アジ研教官高安喜久寿さん

（のち東京保護観察所所長）
だった。　　
　当時アジ研次長だった日
野正晴さん（のちアジ研所

日野正晴理事長

池崎尚美さん

思い出を語る敷田英子さん 松尾副理事長・堺屋会長・敷田理事長（2008年2月1日）

財団の「夜明け前」とその後――
敷田英子夫人が語るACPF40 年前の秘話
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部長に就任する。
　ACPF の次のエポックメーキングは、「犯
罪なき繁栄」を打ち出して、1991 年 3 月、
国連経済社会理事会から国連 NGO に認可さ
れたことである。
　――ひと昔前までは、犯罪の原因は貧困で
あり、これさえ解決されれば、犯罪問題も自
ずから解消されると考えられていた。
　――貧困さえ解決できれば犯罪問題も解消
するという期待は幻想に過ぎず、今や経済開
発が新たな犯罪を誘発するとの図式が一般的
となっている。
　「犯罪なき繁栄」のスローガンはこうした
時代背景から生まれた、と『犯罪なき繁栄を
めざして』にある。
　そして 2000 年 5 月、国連 NGO のトップ
カテゴリーである総合諮問資格を持つ NGO
に昇格する。
　シキタセンセイは、ミラノコングレスの事
務局長を務め、帰国して法務省矯正局長→京
都地検検事正→法総研所長→広島高検検事長
→名古屋高検検事長を歴任する。
　コングレスには、1965 年の第３回ストッ
クホルムから参加しているが、次の第４回
70 年京都コングレスの招致演説を馬場義続
検事総長が英語でスピーチした。
　馬場検事総長は、ミスター検察と呼ばれ、

「昭電事件」「造船汚職」の捜査指揮で知られ
るが、法務省事務次官時代に、パキスタンに
決まっていた国連犯罪防止研修所の日本招
致を推進、1962 年に国連と条約を締結して、
府中市にアジ研を創設したのである。
　70 年京都コングレスでは、議長を務め、
裏方で一切を仕切ったのが、ニューヨークの
国連社会防衛課に出向していたシキタセンセ
イなのである。
　シキタセンセイの ACPF 理事長就任は、
1995 年２月名古屋高検検事長を定年退官後。
　渡里会長が高齢を理由に辞任されたあと、
シキタセンセイが会長代行も兼務していた

が、2003 年６月作家の堺屋太一さんが会長
に就任するのである。紹介者は、栢森新治理
事。1990 年大阪で開かれた「花博」（国際花
と緑の博覧会）でパビリオン《ダイコク電機

「名画の庭」》の総合プロデューサーを堺屋さ
んに頼んだことから、シキタセンセイに紹介
したのだ。
　堺屋会長のアイデアに振り回されること
もあったが、最大の功績は、2015 年７月手
帳型の小冊子『安全な国 日本』Japan, how 
safe ？＝写真＝を発行したことだと思う。
　日本は安全・安心・清潔・正確な国で、忘
れ物をしてもかな
りの確率で戻って
くる。「安全は最高
のおもてなしです。
PR しましょう」と
呼び掛けた。
　この手帳づくりに
どういう情報を盛り
込むか。一番の功績
者は松尾邦弘副理事
長（当時）とアジ研
所長だった山下輝年
現 ACPF 副理事長だった。
　その前年の 4 月、ACPF は「公益財団法人」
に認定された。シキタセンセイは、この機会
に３千万円を財団に寄付した。これが「敷田
基金」となって、「敷田賞」が新設されたの
である。
　シキタセンセイは 2017 年９月 12 日、85
歳の生涯を閉じ、堺屋太一会長もその後を追
うように2019年２月８日83歳で亡くなった。
　英子さんがシキタセンセイと結婚したの
が、1972 年 11 月。ことし結婚 50 年、金婚
式である。英語が達者な英子さんは、刑事司
法界では有名人だ。ヨッツェンさん、ガーニャ
さんらとハグをして「敷田の遺志を引き継い
で行きます」と約束していた。

（ACPF 評議員　堤　哲）
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年、会報 62 号参照）。
　この度、栄えある第 3 回敷田賞は、フィリ
ピンの元次長検事セヴェリーノ・ガーニャ氏
に決定し、その授賞式が 2022 年 10 月 21 日
夕刻、ACPF40 周年・UNAFEI60 周年の記
念祝賀会の席上で行われました。
　ガーニャ氏の経歴
　ガーニャ氏は、当財団の国際理事の一人
です。フィリピンでは 35 年間検事として勤
務し、1991 年から司法省検事となりました。
フィリピンの検察トップは政治任用であり、
次長検事が 5 名います。ガーニャ氏は 2000
年からは次長検事、2006 年からは次長検事
の中でもトップとなり、名実ともにナンバー
2 として 12 年間活躍されました。
　1991 年 9 月開催のアジ研第 89 回国際研修

（約 3 か月）に参加しており、当時司法省検
事となったばかりですから、その後超特急の

　 A C P F
の 40 周 年
という記念
の年に第 3
回敷田賞の
表彰を行い
ました。ご
存知のとお
り、「 敷 田
賞」は、敷
田 元 理 事
長 か ら の
3,000 万 円
のご寄付（2014 年）を契機として創設され
たものです。国際的に貢献著しい方を讃える
ために贈る賞であり、第 1 回受賞者は故アイ
リーン・メラップ女史（2016 年・会報 59 号
参照）、第 2 回はヨランタ・レド女史です（2018

北田理事長から表彰状を受
けるガーニャ氏　

セヴェリーノ・ガーニャ氏　（1953 年 5 月 20 日生）
学歴
1974　米国カリフォルニア州サンタクララ大学卒（専攻は商業）
1979　マニラ・聖トーマス大学卒（専攻は法学）・司法試験合格
1996　マニラ・パマンタサン・ルンソド大学（博士課程）
経歴
1980-1983　弁護士
1983-1987　フィリピン・カヴィテ州検事（特別顧問）
1987-1991　同州上級検事
1991-1992　司法省検事
1992-1997　司法省上級検事
1998-2000　司法省部長検事
2000-2018　司法省次長検事

（次長 5 名、2006 年から最上席の次長検事）
2018.5.20　定年退官
現在フィリピン犯罪防止実務家協会（CPPAP）副会長
海外経験
1991　アジ研研修（第 89 回）参加
1993-2004 　ACPF 世界大会に毎回参加（ACPF 国際理事）
1996-2018　アジ研客員教授（Visiting Expert）として多数回
1997-2004　国際検察官協会（IAP）会議参加

第 3 回敷田賞
　セヴェリーノ・H.・ガーニャ氏に

ように昇進したわけです。ご本人は
常々「アジ研研修に参加してから公私
ともに人生が充実した」と仰っていま
す。
　その類い稀な能力と、持ち前の明
るさと親しみやすい性格で、故敷田
稔理事長とも波長が合い、その後は、
フィリピン ACPF（現在の CPPAP：
シ ー パ ッ プ、Crime Prevention 
Practitioners Association of the 
Philippines：フィリピン犯罪防止実務
家協会）で活躍されたほか、アジ研の
客員教授として多数回招聘され、私的
来日も数えきれないほど多数です。
　日・フィリピンの架け橋
　ACPF 世界大会が開催される都度、
ガーニャ氏はフィリピンの中心人物と
して参加し、様々なテーマで専門家と
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来日中の日程
10 月 19 日 ( 水 )	 ガーニャ氏来日（竹内主事空
港にて出迎え）
10 月 20 日 ( 木 )　アジ研主催「再犯防止のための
専門家会合」に出席（その後、関係者と夕食会）
10 月 21 日 ( 金 )　最高裁見学
アジ研 60 周年記念講演会にて講演
アジ研 60 周年 ACPF40 周年の記念式典・祝賀会
参加・敷田賞授与式
10 月 24 日～ 25 日　ACPF と今後の協力活動等
につき面談・視察・食事会
10 月 26 日 ( 水 )　帰国

して発表してきました。
　会議場での活躍だけではありません。特筆
すべきは、フィリピンは ACPF 名古屋支部
と友好協定を締結していますが、その協力関
係の構築と発展に対する貢献です。
　1997 年にモンテンルパ市にフィリピン初
のハーフウェイハウス（いわば更生保護施設）
が建設されました。これは、名古屋支部、名
古屋ウェストライオンズクラブ等の協力と、
建築家安藤忠雄氏の協力があって完成したも
のです。その土地の選定やフィリピン関係者
の協力取り付けに多大な貢献をされたのが
ガーニャ氏でした。その後、四半世紀を経て
現在も機能し、名古屋支部との友好関係は続
き、2017 年には友好協定を改定し（会報 60
号 17 頁参照）、2019 年の ACPF・CPPAP 共
催のフィリピンセミナーの際には、日本から
の参加者がこの施設を視察しております（会
報 63 号 14 頁）。
　ACPF 関連だけではなく、日本政府、特
に法務省・検察庁との関係でも多大な貢献を
されています。日本とフィリピンの間の法制
の違いもあり、犯罪人引渡条約や捜査共助の
条約を締結しておらず、正式ルートではなか
なか困難な場面が生じます。しかし、ガーニャ
氏は、法制の違いが訴追の支障となるのはお
かしいという考えで、異なる法制といえども
可能なことは行うというスタンスで日本に協
力してくれました。それも 1 回や 2 回ではな
く、世間を賑わす著名事件で幾多もの協力を
してくださり、その恩恵にあずかった法務検
察。警察関係者も多数に上ります。
　以上は、数ある貢献の一部に過ぎませんが、
アジ研・ACPF との良好で強固な関係により、
ガーニャ氏も特別の思い入れがあってこその
ものと感じる次第です。まさに、日本とフィ
リピンの架け橋を体現しているのです。
　日本とフィリピン間のみならず、各国から
のアジ研参加者の間でも、歯切れの良い講義
で魅了するだけではなく、時間外における私

的時間でも人気の的です。実は、講義やプレ
ゼンの前には何回も原稿の表現を練り直すと
いう緻密さがあるかと思えば、日本語での挨
拶のチェックも入念です。そして、これは天
性のものと思いますが、歌もダンスも上手く、
場を盛り上げるセンスに実に長けているので
す。まさにエンタテイナーであり、「人を楽
しませるには先ず自分が楽しむ」という精神
で行動しているかと思います。　
　敷田賞の授賞式で想う
　このような貢献に対し、授賞式を行うべく
機会を探していましたが、ちょうどアジ研
60 周年・ACPF40 周年の記念行事が 2022 年
10 月 21 日に実施されることになり、関係者
のご理解とご協力を得て、実施いたしました。
ガーニャ氏のこの授賞に対する思い入れにつ
いて、その謝辞（和訳）お読みくださればお
わかりいただけるかと思います（謝辞の英語
版は ACPF ウェブサイトに掲載する予定で
す）。
　公私のいずれの場面でも人を楽しませると
いう意味では、故敷田元理事長を彷彿とさせ
ます。そのガーニャ氏が、かつて敷田元理事
長の前に立つと、直立不動で「ハイ、ハイッ」
となっていたことも、ここでお伝えしておき
ます。
　心から「ガーニャさん、ありがとうござい
ます、そして、おめでとうございます」
　　（ACPF 副理事長兼事務局長・山下輝年）
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駐サモア日本国特命全権大使、元アジ研所長
千田恵介

　タロファ　ラヴァ（こ
んにちは）！
　南太平洋からご挨拶し
ています。
　UNAFEI60 周 年、 お
めでとうございます。
　UNAFEI は、 国 連 の

レドさん（左）と瀬戸
毅前アジ研所長　

サドル氏（右）と杉原弘泰
元アジ研所長

○お祝いのビデオメッセージ続々○

犯罪防止・刑事司法プログラムで重要な役割
を果たしてきました。私が UNAFEI の歴史
の中で微力ながら貢献できたことは、とても
光栄であり、嬉しく思っています。世界のあ
らゆる地域で平和・公正かつ人道的な社会実
現のためには、世界的な UNAFEI 卒業生の
ネットワークも不可欠です。
　サモアには 10 人以上の UNAFEI 卒業生
がおり、刑事司法機関の要職に就いています。
ネルソン最高裁上席判事もその１人で、彼は
今東京で皆さんと祝賀会を楽しんでいるはず
です。
　世界的な感染拡大が終われば、UNAFEI
は、昼間の専門的なカリキュラムだけではな
く、夜のラウンジ B でも弾けんばかりに元
気なカラオケ大会でも、これまで以上に活発
に活動するであろうと、私は確信しています。

ACPF 国際理事（パキスタン）
　　　　　　　サドル・ショアイブ博士

　1991 年に開催されたアジ研の第 89 回国際
研修は、私の経歴で重要な金字塔でした。
　私は世界から高く評価されている日本の刑
事司法制度について、日本や海外からの専門
家との交流を通じて、深い洞察を得ました。

　2002 年 パ キ ス
タンの警察法を改
正した際には、ア
ジ研で学んだ知見
を活用しました。
　 私 は、 同 年、
ACPF の 国 際 理
事としてパキスタ

ンに ACPF の海外協力機関を設立しました。
　2016 年には第 89 回国際研修の同窓会がア
ジ研で開催されました。元アジ研所長杉原弘
泰さんや山下輝年さん、支援者の長沼ゆりさ
んらの支援のお陰です。
　忘れていけないのは、敷田稔さんの ACPF
への貢献であり、彼に心より敬意を表したい
と思います。
　アジ研と ACPF の一員であることは、私
にとって喜びであり、誇りです。皆様のご健
勝、アジ研と ACPF の益々のご発展を祈念
します。

ACPF ウィーン駐在代表
　　　　　　　　　　　ヨランタ・レド

　ACPF ウィーン駐在代表、同じウィーンに
ある NGO 犯罪防止刑事司法連盟の理事とし
て、私は国連の本部機能だけでなく他の国連
関連機関が入っているウィーン国際センター
を背景に、お話しします。

　1945 年 に 広 島
の原爆投下を生き
延びた日本少女の
話 を 思 い 出 し ま
す。彼女の名前は
佐々木禎子です。
彼女の記念碑は、
私がかつて訪れた

広島の平和記念公園にあります。白血病で亡
くなる前に、禎子は病院で千羽鶴を折りまし
た。彼女の努力は、世界をより平和な場所に
することを象徴していました。
　広島の平和記念公園にある禎子の像は、大
きな折り鶴を頭上に持ち上げています。この
象徴的な鶴のように、ACPF のスローガン
である「犯罪なき繁栄」を目指して、ACPF
や UNAFEI の理念、勧告、その他の成果が
世界中を駆け巡り、麻薬、組織犯罪、汚職、
テロリズムのない安全な世界づくりに貢献
し、そこには誰一人取り残されないことを
願っています。
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ICC 元判事尾崎久仁子さんが講演

　「国際刑事裁判所は何ができるのか」。2019

尾崎講師と共に記念撮影（6 月 17 日森・濱田松本法律事務所で）

絹谷幸二理事に文化勲章、昨年ですが

　ACPF 理事の画家絹谷幸二さんが、2021
年 11 月、文化勲章を受章した。遅ればせな
がら受章のお知らせ。

　「子供の頃か
ら 絵 が 好 き
で、自然にこ
の道に入りま
した。これ以
上の幸せはあ
りません」
　奈良興福寺
そばの歴史が
息 づ く 街 で
育った。東京
芸術大で油画
を学び、イタ
リアでアフレ
スコ画の技法

を深めた。特徴は、心が沸き立つ華やかな色
彩。エネルギーあふれる画面には、歴史と現
代、聖と俗など相反する要素を包み込む壮大
な世界が広がる。
　「芸大入学時に言われたのは『絵はうまい
だけではだめだ。哲学がないといけない』と
いうこと。戦争、政治、経済 ......。西洋の油
絵は、人間を知ろうとする学問なのだと気づ
きました」。描く行為を支えてきたのは、観
察し、思索することの積み重ねだった。
　「絵は船のへさきのように、明るい方面へ
と切り開く役割がある」と信じる。だからこ
そ、後進の育成や子供に絵の楽しさを伝える
活動にも力を注ぐ。「受章に恥じないように、
自分の絵もしっかり描かないと。山ほどやる
ことがありますね」
　――以上は、「毎日新聞」2021 年 10 月 26
日付朝刊記事の抜粋である。
　ACPF では、毎年の国際貢献カレンダー
に絵を提供していただいている。

年まで９年間、国際刑事
裁判所（ICC）で判事を
務めた尾崎久仁子さん

（中央大特任教授）の講
演 会 を 6 月 17 日、 森・
濱田松本法律事務所と共
催で開いた。Zoom によ

る WEB 開催で、無料。
　ウクライナ侵攻をロシアの戦争犯罪として
裁けるのか。丸の内の同法律事務所の会場に
は、横浜支部の相澤正雄氏、故敷田稔元理事
長の長女安原典子さんもお見えになった。
　尾崎さんは、ICC 設立の経緯や機能、ウク
ライナでの戦争犯罪解明の展望を詳しく解
説。ICC がロシアの関係者を訴追する可能性
について「ジェノサイドの立証は難しいので
はないか」とする一方「報道の限りでは、戦

争犯罪は確実に該当する
と思うし、人道に対する
犯罪についても該当する
可能性はかなり高い」と
指摘した。
　講演は YouTube で公
開されている。 https://
www .you tube . c om/
watch?v=_TJJ6E6rqJ4
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　令和２年から、新型コロナウイルス感染症
の世界的流行により海外との往来が制限され
る日が続きました。アジ研においては、その
ような苦しい状況でも国際貢献を続けるべく
様々な工夫を凝らしてきましたので、コロナ
禍での約２年間のアジ研の活動について報告
します。

　アジ研の活動の中心である国際研修は、令
和３年度から、アジ研史上初めての試みとし
て全面的なオンライン形式で実施していま
す。研修参加各国の時差に配慮し、約２時間
のセッションを１日に２回実施するほか、研
修員同士や教官といつでも質疑応答や議論が
できるオンライン上の質問箱やチャットルー
ムを配置する等して、来日研修と遜色のない
交流が図れるよう配意しました。
　各研修の参加者からは、来日での研修であ
ればなおよかったが、オンライン研修であっ
ても様々な知識を得ることができ、貴重な学

コロナ禍でのアジ研の活動

　令和２年度、海外との往来が途絶えてアジ
研の研修が一時的に中断した期間がありまし
た。アラムナイとの温かい関係を絶やすこと
がないように、アラムナイウェビナー（オン
ライン同窓会）を計３回実施しました。先が
見えないステイホームが全世界的に続く中
で、久しぶりに懐かしいアラムナイ同士で交
流し旧交を温める貴重な機会であり、アラム
ナイの弾けるような笑顔があふれた同窓会と
なりました。

　アジ研に研修員がいない毎日は寂しいもの
ですが、ピンチはチャンス。アジ研職員が一
丸となって、研修がない期間だからこそ取り
組める業務にチャレンジしました。まず、調
査研究報告書（和文）の作成です。「東南ア
ジア諸国の汚職防止法制」及び「ＵＮＡＦＥ
Ｉ支援対象国の刑事司法及び犯罪者処遇制度
―カンボジア・ケニア・ミャンマー・ネパー
ル・ベトナム―」の２冊の調査研究報告書を
作成及び発刊するとともに、アジ研のウェブ
サイトにも全文掲載しておりますので、是非

御覧になってください。アジ研の長年にわた
る国際貢献は、これまで英文での情報発信が
メインだったので、今般の調査研究報告書が
日本人の皆さんにとって貴重な情報源となれ
ば幸いです。
　次に、オンデマンド教材の作成です。アジ
研の研修では、毎回日本の刑事司法制度につ
いての教官講義を実施してきましたが、講義
だけではイメージしづらい、わかりづらいと
いう部分もありました。また、国際研修をオ
ンラインで実施することになり、海外研修員
が日本の刑事司法機関や施設を見学する機会
がないため、どのようにわかりやすく日本の
刑事司法制度を海外研修員に理解してもらう
か？という大きな課題に直面しました。
　そこで、瀬戸所長及び石原次長（いずれも
当時）始めとして、教官一同が役者になりきっ
て芝居仕立てで日本の刑事司法制度を解説す
るというオンデマンド教材を作成しました。
撮影及び撮影場所の提供に御協力いただいた
アジ研保護司協力会の皆様、各刑事司法機関
等の皆様には、この場を借りて厚く御礼申し
上げます。
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■アラムナイウェビナー（オンライン同窓会）

■調査研究報告書及びオンデマンド教材の作成
■オンラインでの国際研修の実施
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びの機会となったとの感想が多く寄せられま
した。研修員が来日せずに将来のアラムナイ
のネットワークを築くことができるのかどう
か、職員一同不安でしたが、閉講式では涙を浮
かべながら別れを惜しむ研修員もおり、たと
え研修員が来日できなくてもアジ研の研修に
十分な意義があることを再確認できました。
　また、業務が多忙な研修員の中には、通常
業務を継続しながらアジ研の研修に参加して
いた者もいて、より多くの実務家が参加の機
会を得られるというオンラインならではの良
さがあることがわかりました。そして、コロ
ナ禍での約２年間、アジ研職員のオンライン
の知識やスキルは飛躍的に向上し、今後もオ
ンラインやハイブリッドでの研修やイベント
を積極的に実施していくことができそうで
す。今後も充実した取組を目指し、さらにバー
ジョンアップを図ってまいります。

　令和４年 10 月 18 日から 21 日までの４日
間、全世界に広がる PNI（国連犯罪防止・刑
事司法プログラム・ネットワーク機関）のう
ち７つの機関から９名の専門家と、３名のオ
ブザーバーを加えた合計 12 名により、「再犯
防止及び包摂的社会の構築のための技術支援
の強化」を主要課題とする専門家会合を実施
しました。具体的には、「再犯防止のための
非拘禁的措置の活用について」「収容環境の
改善について」及び「効果的な社会内処遇の
在り方について」「再犯防止に関する取組の
効果検証について」という４つの議題に沿っ
て議論がされました。
　今回の専門家会合の主眼は、人的・物的資

源が十分でない開発途上国のニーズをいかに
確実に、そして丁寧にくみ取り、真に対象国
の発展に資するような技術支援ができるか？
という点です。そのため、前半２日間では、
東ティモール、サモア、カンボジア、ケニア
及びブラジルという世界の各地域の実務家
に、各国での再犯防止の取組の現状について
の報告をしてもらいました。かかる報告内容
を踏まえて、後半２日間で、途上国に対する
再犯防止のための効果的な技術支援について
白熱した議論が展開されました。各 PNI に
よるグッドプラクティスの紹介、質疑応答や
意見交換を経て、最後の総括において成果文
書の草稿を取りまとめました。
　新型コロナウイルス感染症の流行後、しば
らくＰＮＩ機関相互の交流が制限されていま
したが、今回の機会を通じてＰＮＩネット
ワークが強化される大変貴重な機会になりま
した。今後も、PNI の中で最も長い歴史を持
つアジ研は、PNI 機関の交流の場を積極的に
提供していく所存です。
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　広島支部は、令和２年２月４日リーガロイ
ヤルホテル広島でアジ研第 174 回国際高官セ
ミナー参加者との意見交換・交流会を開いた。
　開会に先立ち、平和記念資料館の館長を務
めたご主人の遺志を継ぎ、内外で幅広く平和
活動をされている小倉桂子さんが被爆体験と
ともに８月６日のヒロシマを振り返り、平和
を考える講演を行った。

　そのあと岡畠鉄也支部長、小川新二広島高
検検事長（当時）があいさつ。船木考哲副支
部長代理の乾杯の発声で、セミナー参加者を
囲んで会員・会友の皆さんとの交流が始まっ
た。途中、太鼓本舗「かぶら屋」が和太鼓の
演奏を披露、アジ研引率者の大谷潤一郞教官
が研修概要を紹介、27 人のセミナー参加者
がそれぞれあいさつをした。
　結びには、広島支部から広島県廿日市市の
木工玩具「けん玉」と平和の象徴である折り
鶴を折る「折り紙」などをお土産として手渡
した。また世界的に活躍しているけん玉フ
リースタイルの選手・乗岡信吉君（広陵高校
２年）がけん玉のパフォーマンスを披露した。
　最後に吉原誠幹事代理のあいさつで盛会の
うちに会を終えた。
　この会開催後に新型コロナウィルスが発生
した。広島支部では、しばらく活動を見合わ
せているが、状況をみながら今後とも有益で
楽しい会の運営に努めたいと思います。会員・
会友の皆さんには、引き続きご理解・ご協力
を賜りますようよろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　� （林谷　浩二）

交流会を前に被爆体験の講演

前列左から岡畠鉄也前支部長（㈱中国新聞社長）、小
川新二元広島高検検事長、研修生、小倉桂子さん
後列左から石井裕一郎賀茂鶴酒造㈱社長、古川善也広
島赤十字・原爆病院院長、大谷潤一郎アジ研教官、研
修生、冨村和光副支部長、廣瀬裕亮前広島高裁判事

小倉桂子さんを真ん中に全員で記念撮影



A C P F  N E W S  No.652022.12 （29）

　埼玉支部は６月 21 日㈫浦和ワシントンホ
テルで３年ぶりとなる総会・懇親会をアジア
刑政財団山下輝年事務局長、鈴木祐三総務部
長、竹内陽子主事をお迎えして開催した。久
しぶりの再会に大いに盛り上がり楽しいひと
時を過ごした。
　８月 25 日㈭には、さいたま商工会議所大
ホールで、これもまた３年ぶりとなる夏季公
開講座を埼玉県保護司カウンセリング研究会
と共催で開催した。講師は埼玉支部城祐一郎
会長（元最高検察庁検事・現昭和大学医学部
教授）。講演タイトルは「取り調べの真実～
どうして被疑者は取調官に真実を話すのか
～」で、検事時代の貴重な多くの体験等を披
露頂きとても熱気ある講演となった。城会長

講演後も予定時刻を 30 分以上超える質疑応
答が続いた。当初、会場設営はコロナ対策を
前提とし最少人数分の席としたが、事前に埼
玉県保護司連合会のＨＰ等の告知もあり、多
くの更生保護関係者が来場し、急遽座席の増
設となった。また、今回は本部のご協力を得
て ZOOM での配信もあり全国の支部で拝聴
頂いたことは埼玉支部にとって実にありがた
いことであった。
　YouTube で 見 ら れ ま す。https://www.
youtube.com/watch?v=kzbW3DtG3U0
　今後も支部活動を大いに PR して会員増強
に繋げたいと考えている。
� （志村　厳）

３年ぶりに
� 総会・夏季公開講座を開催

社会を明るくする運動講演会で熱弁をふるう城祐一郎会長

城
祐
一
郎
会
長

３
年
ぶ
り
の
総
会
の
参
加
者
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　令和４年６月 16 日、大阪国
際交流センターで大阪支部の令
和４事業年度総会及び講演会を
開催しました。
　コロナ禍という厳しい状況で
はありましたが、参加者同士の
間隔を十分に取り、消毒・換気・
マスクの着用等、感染対策を徹
底し、安全を第一に考えての開

大阪支部
大阪支部令和４事業年度
� 定時総会及び講演会

催となりました。
　定時総会では、昨年選任された大阪支部の
瀧会長から令和３事業年度の活動報告、収支
決算、令和４事業年度の活動予定、収支計画
等の報告をさせて頂き、また大阪支部の設立
から現在に至る歴史についても、再度ご説明
させて頂きました。
　定時総会後には、「どう備える台湾有事　
ウクライナ危機を教訓として」と題した講演
会を開催致しました。

大阪支部会長就任挨拶
� 弁護士　瀧賢太郎

事業年度定時総会で大阪支部会長に就任いた
しました。
　前荒川洋二会長がお亡くなりになられ４年

になりますが、その間アジア刑政財団大阪支
部は、会長不在の中当職が代表幹事の立場で
物事を進めて参りました。実務を進める立場
の者としては、会長よりむしろ働きやすい代
表幹事の立場を維持して参りました。
　しかし、会長不在を長く続けることは不自
然であると会員の中からご指摘を頂くことも
ありましたので、私としては会長に就任させ
て頂くとともに、引き続き代表幹事の役目も
続けていきたいと考えた次第です。
　これからも、これまで同様に本部の皆さま、
各支部の皆さまのご支援を賜り、大阪支部の
発展のために当支部職員とともに力を尽くし
たいと思います。宜しくお願い致します。

　アジア刑政財団創
設 40 周年おめでとう
ございます。益々のご
発展をお祈りいたしま
す。
　さて、当職は、令和
３年６月 10 日に開催
された大阪支部令和３

　講演者の田中靖人氏は産經新聞編集局外信
部編集委員。2014 ～ 20 年台北支局長を務め
た。講演会では、その経験を踏まえ、今後起
こるかもしれない台湾有事に、ウクライナ危
機を教訓とし、日本がどのように備えていく
べきかについて、興味深いお話を伺いました。
　盛況の中で講演会を無事に終えたことをご
報告させて頂きます。ご協力頂きました皆様
に感謝致します。
� （長谷川　晃子）

田中産経新聞編集委員の講演
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　ACPF は今年創立 40 周年
を迎えるが、1992 年３月に設
立された横浜支部も、今年で
30 年目を迎える。ACPF の重
要な行事として、かつて海外
で開催された世界大会があっ
た。私は、支部会員の横山佳
夫氏、相澤正雄氏らとともに、
1994 年マニラ（フィリピン）、
1998 年フィージー、1999 年
ニューデリー（インド）、2008
年ウランバートル（モンゴル）
で開催された世界大会等に参加した。
　世界大会参加者の海外旅行はＶＩＰ待遇で
ある。到着した空港では貴賓室に通されパス
ポートを提示するだけで簡単に入管をスルー
し、現地のバスツアーでは、サイレンを鳴ら
すパトカーに先導され、渋滞する道路の反対
車線を爆走するという貴重な体験もさせてい
ただいた。これらは、現地入管や警察の要職
に就任している　ACPF 海外支部会員（ア

ジ研国際研修の研修生 OB）の特別な計らい
によるものである。
　写真は、海外で開催される最後の世界大会
になったウランバートル郊外におけるモンゴ
ル騎馬軍団のパレードと国会議事堂前のもの
である。この大会には敷田稔元理事長のご令
嬢家族も参加され、大草原に設置された遊牧
民の家であるゲルに宿泊するなど、思い出深
い旅になった。

ACPF 世界大会の思い出
� 横浜支部主幹　川島清嘉
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　コロナ禍でアジ研の国際研修が中止または
ズームに切り替わって、研修生に人気のあっ
た大相撲観戦プログラムが実施できなくなっ
た。
　改めて調べてみると、始まりは 2007 年の
大相撲夏場所だった。第 136 回国際研修の皆
さんを両国の国技館にお招きした。
　本部支部「期成会」は、2002 年９月、29
番目の支部として発足した。会長の鈴木仁（宇
都宮サッシュ工業社長）は PTA の全国組織・
日本 PTA 全国協議会の専務理事を務めた。
現在もその流れをくむ日本 PCA 教育振興会
の会長である。
　鈴木会長の地元栃木県那須高原はゴヨウツ
ツジの名所で、当時皇太子殿下（現天皇陛下）
の長女愛子さまのお印がゴヨウツツジであっ
たことから、毎年国際研修員を那須高原へバ
スツアーしていた。余談だが、ウィーンの国
連本部にある「鳳凰来儀」の作者吉田左源二
画伯が愛子さまのお印のデザインをされた。

　期成会はモンゴル刑政財団と姉妹提携する
ことが決まり、大相撲観戦に切り替えたのだ。
会報 43 号（2007 年８月発行）には「白鵬が
優勝を決め、横綱昇進を確実にした」とある。
　以来 15 年である。記念式典・祝賀会には、
名誉会長である文化勲章受章者絹谷幸二画伯
とともに出席した。
　絹谷先生とは、国際貢献カレンダーに先生
の作品を使わせていただいたことから「名誉
会長」をお願いした。国際貢献カレンダーは
1995 年版から吉田左源二画伯の作品で始ま
り、絹谷先生にバトンタッチしたのは 1999
年版からである。
　昨年、絹谷先生が文化勲章を受章、その記
念として、これまで国際貢献カレンダーに使
われた作品の中から表紙を含め７枚をお選び
して期成会と日本 PCA 教育振興会連名で記
念カレンダーを制作、各方面から喜ばれたこ
とを報告しておきます。
� （会長・鈴木　仁）

コロナ禍で大相撲観戦も中止のまま

祝賀会に参加した右から絹谷幸二期成会名誉会長（ＡＣＰＦ本部
理事）、鈴木会長（同）、経理担当狐崎麻男、堤哲（ＡＣＰＦ評議員） 文化勲章受章記念カレンダー
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福島支部・本部支部「亀龍会」

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大前ま
では、毎年、外国からの司法研修生を受け入
れ、福島県内にて地検や地裁・刑務所の視察、
歓迎レセプション、異文化交流等を開催して
きました。
　福島刑務所視察で日本における再犯の現状
や対応策・課題等説明し、意見交換する事で
双方にとって大変有意義な研修となっていま
す。また、日本文化に触れることを通じて日
本をさらに理解していただくと共に、福島の

「犯罪なき繁栄」の実現を目指して

良さも知っていただき、将来的に協力的な関
係を構築できればと考えています。
　地域の方々とも歓迎レセプション等を通じ
て交流、福島の方々にも「犯罪なき繁栄」と
いう崇高な ACPF のスローガンを支援いた
だける体制づくりを心がけております。
　引き続き、犯罪防止 ･ 刑事司法分野におけ
る国際協力活動を通し、研修生との親善と 

「犯罪なき繁栄」の実現を目指したいと思い
ます。　　　　　　　　　　　　（石橋利香）

東日本大震災物故者慰霊（2019年） お点前体験（2016年）歓迎レセプション（2017年）

福
島
刑
務
所
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察
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０
１
７
年
）
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　第 14 回国連犯罪防止刑事司法会議（京都
コングレス）が、コロナ禍の影響を受け１年
遅れで 2021 年３月 7 日（日）～ 12 日（金）
の６日間、京都国際会館で開催された。
　日本開催は、大阪万博 70 年以来で、51 年
ぶり２回目。今回は、ハイブリッド方式（in-
person と online を併用）を採用。世界中か
ら 150 か国以上、5000 名以上が参加、コロ

コロナ禍で国連最
大規模の会議だっ
た京都コングレス

ポルトガルの次長検事と北アイ
ルランドの犯罪学教授が講演

山
下
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
副
理
事
長

吉
田
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
事
業
部
長

タイから参加のキティポンさん

シャッド・
マルナ氏

セルソ・Ｊ・Ｎ・
マナタ氏

自宅パソコンから敷田英子・安原典子さん
親子も参加（右上）

　その後サプライズとして、ACPF 創設者
の敷田稔理事長英子夫人と長女安原典子さん
を招いてACPF ZOOMミーティングを開催、
アジ研同窓生も参加して好評だった。
　もうひとつは、「刑事司法と社会福祉の協
働」というテーマで日本、フィリピン、タイ
の専門家が刑事司法における関係機関の協働
の重要性について発表し、参加者それぞれが
認識を深めた。

　刑事政策公開講演会が 2022（令和４）年
２月８日（火）午後４時からオンライン開催
された。
　この講演会は、アジ研と日本刑事政策研究
会、ACPF の三者で共催、 1982 年から毎年
実施していて、今回は第 40 回。
　ポルトガル・次長検事のセルソ・Ｊ・Ｎ・
マナタ氏が「受刑者の人権と司法～ポルトガ
ルの実践～」、北アイルランド・クイーンズ
大学犯罪学教授シャッド・マルナ氏が「犯罪

学における“当事者の経験”の研究、そして
犯罪からの離脱」。
　詳細はアジ研ホームページで。https://
www.unafei.or.jp/activities/lecture.html

ナ禍で初めてとなる国連最大規模の刑事司法
分野の会議となった。
　ACPF は、３月 10 日（水）にアジ研と共
催で、「アジ研同窓生のその後の活躍」と題
して、これまでアジ研が実施してきた国連刑
事司法分野における人材育成の貢献と ACPF
からの支援に関する発表・意見交換を行った。
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代表理事に樋渡会長・北田理事長を重任
　新型コロナウイルスにより書面方式で実施
されていた理事会・評議員会が令和４年６月
に 2 年ぶりに対面方式で開催された。審議内
容等については次のとおり。
●�令和元年度第４回理事会（令和２年 3月
４日）

第４回理事会審議事項
　決議事項１　�令和２年度事業計画及び収支

予算について
　決議事項２　書面評議員会開催について
　決議事項３　�退職給付引当金の取崩しにつ

いて
　決議事項４　�使用印管理規定の改正について

●�令和元年度第４回評議員会（決議の省略の
方法による）を開催（令和２年３月 13日）

第４回評議員会審議事項
　決議事項　　�新理事に吉田直樹氏を選任。
　�吉田直樹氏は㈱パン・パシフィック・イン

ターナショナルホールディングス社長

●�令和２年度第１回理事会（決議の省略の方
法による）を開催（令和２年６月８日）

　決議事項１　�令和元年度事業報告及び決算
について

　決議事項２　�令和２年度定時（第１回）評
議員会の開催について

　決議事項３　�会長顧問（松尾邦弘氏・重任）
の委嘱について

　決議事項４　�埼玉・札幌支部長の交代につ
いて

　　　　　　
●�令和２年度定時（第１回）評議員会を開催
（令和２年６月 25日）

　決議事項１　�令和元年度事業報告及び決算
について

　決議事項２　�理事・監事の選任（重任）に
ついて

　�樋渡利秋、北田幹直、島岡聖也、山下輝年、
太田達也、川路耕一、絹谷幸二、佐々木知子、
新庄一郎、鈴木仁、安田博延、横山佳夫各
氏（以上理事重任）北村浩志氏（監事重任）

●�令和２年度第２回理事会（令和２年６月
25日）

　決議事項１　�代表理事及び業務執行理事の
選定について

　�代表理事に樋渡利秋・北田幹直氏（重任）
業務執行理事に樋渡利秋、北田幹直、島岡
聖也、山下輝年（重任）

　決議事項２　�会長・理事長・副理事長の選
定について

　�会長に樋渡利秋氏、理事長に北田幹直氏、
副理事長に島岡聖也・山下輝年（事務局長
兼任）氏（重任）

●�令和２年度第３回理事会（決議の省略の方
法による）を開催（令和３年３月 25日）

　決議事項１　令和３年度事業計画について
　決議事項２　令和３年度予算について

●�令和３年度第１回理事会（決議の省略の方
法による）を開催（令和３年５月 31日）

　決議事項１　�令和２年度事業報告及び決算
について

　決議事項２　�令和３年度定時（第１回）評
議員会の開催について

　決議事項３　�特定資産に関する取扱要綱の
制定について

　決議事項４　�会長顧問（堀内国宏氏・重任）
の委嘱について

　決議事項５　広島支部長の交代について

●�令和３年度定時評議員会（決議の省略の方
法による）を開催（令和３年６月 18日）

　決議事項１　�令和２年度事業報告及び決算
について

　決議事項２　理事の選任について

新理事
吉田直樹

新理事
中原広

新評議員
今福章二
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　�桂誠、吉田尚正、吉田直樹各氏（重任）千
田恵介氏（新任）。

　千田氏は諸般の事情から理事就任を辞退
　決議事項３　定款の変更について
　決議事項４　�特定資産に関する取扱要綱の

制定について

●�令和３年度第２回理事会（決議の省略の方
法による）を開催（令和３年７月 16日）

　決議事項１　森永太郎氏に顧問を委嘱
　決議事項２　瀬戸毅氏の顧問解任

●�令和３年度第２回評議員会（決議の省略の
方法による）を開催（令和３年 12月３日）

　決議事項　　�新理事に中原広氏を選任。
　�中原広氏は信金中央金庫専務理事・元国税

庁長官

●�令和３年度第３回理事会（決議の省略の方
法による）を開催（令和４年３月 23日）

　決議事項１　令和４年度事業計画について
　決議事項２　令和４年度予算について
　決議事項３　�福岡支部の廃止（令和４年３

月 31 日）
　決議事項４　大阪支部会長の承認

●�令和４年度第１回理事会（決議の省略の方
法による）を開催（令和４年５月 30日）

　決議事項１　�令和３年度事業報告及び決算
について

　決議事項２　�令和４年度定時（第１回）評
議員会の開催について

　決議事項３　�令和４年度事業計画及び収支
予算の修正（福島復興支援に
係る部分の削除）

　決議事項４　�顧問及び審議役の委嘱について

●��令和４年度定時（第１回）評議員会を開催
（令和４年６月 15日）

　決議事項１　評議員の選任について
　�大野恒太郎、上村成生、田中康郎、千葉景

子、堤哲、森恭彦各氏の選任（重任）、今
福章二氏の選任（新任）

　�今福章二氏は元法務省保護局長　
　決議事項２　理事の選任について
　�樋渡利秋、北田幹直、山下輝年、太田達也、

絹谷幸二、佐々木知子、新庄一郎、鈴木仁、
安田博延、横山佳夫各氏（以上重任）　

　決議事項３　�令和３年度事業報告及び決算
について

●�令和４年度第２回理事会（令和４年６月
15日）

　決議事項１　�代表理事及び業務執行理事の
選定について

　�代表理事に樋渡利秋・北田幹直氏（重任）
業務執行理事に樋渡利秋・北田幹直・山下
輝年（重任）

　決議事項２　�会長・理事長・副理事長の選
定について

　�会長に樋渡利秋氏、理事長に北田幹直氏、
副理事長に山下輝年（事務局長兼任）氏（重
任）

　決議事項３　�顧問に島岡聖也氏を選定

叙勲のお知らせ
2020 年以降に叙勲された方々は以下の通り。
2020 年春　戸田信久審議役　　瑞宝重光章
2021 年春　安田博延理事　　　瑞宝中綬章
 　　　　　高井新二審議役　　瑞宝重光章
 　　　　　西村逸夫審議役　　　　同
2022 年春　大野恒太郎評議員　瑞宝大綬章
　 　　　　北田幹直理事長　　瑞宝重光章
　　　 　　桂　　誠理事　　　瑞宝中綬章
 　　　　　三浦正晴審議役　　瑞宝重光章

▽元理事　杉原弘泰氏
2020 年 11 月 28 日逝去（82 歳）　　

▽本部支部日本橋会会長　川路耕一氏
2021 年８月 20 日逝去（75 歳）

訃報

支部だより「栃木支部」は財団 HP にアップしました。お知らせ
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＜会長＞	
樋渡　利秋　　弁護士・元検事総長
　
＜理事長＞	
北田　幹直　　�弁護士・元大阪高検検事長・

元国連アジア極東犯罪防止研
修所所長

＜副理事長兼事務局長＞	
山下　輝年　　�公証人・元最高検検事・元国

連アジア極東犯罪防止研修所
所長

＜理事＞	
太田　達也　　慶應義塾大学法学部教授
桂　　　誠　　�一般財団法人フィリピン協会

理事長・元駐フィリピン大使
絹谷　幸二　　�日本芸術院会員・東京芸術大

学名誉教授
佐々木知子　　�弁護士・元参議院議員・元東

京地検検事
新庄　一郎　　弁護士・元神戸地検検事正
鈴木　　仁　　�PCA 教育振興会会長・宇都

宮サッシュ工業（株）代表取
締役社長・本部支部期成会会
長

中原　　広　　�信金中央金庫専務理事・元国
税庁長官

安田　博延　　弁護士・元最高検検事
横山　佳夫　　�元人権擁護委員・保護司・横

浜支部顧問
吉田　尚正　　�トヨタ自動車（株）顧問・元

警視総監
吉田　直樹　　�（株）パン・パシフィックイ

ンターナショナルホールディ
ングス代表取締役社長 CEO

＜監事＞	
北村　浩志　　�税理士・新橋税理士合同事務

所所長・元麹町税務署

＜評議員＞	
今福　章二　　�全国更生保護法人連盟理事

長・日本 BBS 連盟会長・元
法務省保護局長

大野恒太郎　　弁護士・元検事総長
上村　成生　　税理士・元高松国税局長
田中　康郎　　弁護士・元札幌高裁長官
千葉　景子　　弁護士・元法務大臣
堤　　　哲　　元毎日新聞社紙面審査委員長
森　　恭彦　　（株）トライウッド会長

＜会長顧問＞	
日野　正晴　　�弁護士・元金融庁長官・元名

古屋高検検事長
堀内　国宏　　�弁護士・元最高検検事・元国

連アジア極東犯罪防止研修所
所長

松尾　邦弘　　弁護士・元検事総長

＜顧問＞	
島岡　聖也　　元（株）東芝取締役
森永　太郎　　�国連アジア極東犯罪防止研修

所所長

＜学術顧問＞	
功刀　達朗　　�国際基督教大学社会科学研究

所顧問・日本国連協会理事・
元国連事務総長特別代表・国
連人口基金事務次長

諸澤　英道　　�元常磐大学理事長・元同大学
大学院教授

安冨　　潔　　慶應義塾大学名誉教授

＜審議役＞	
有田　知德　　弁護士・元福岡高検検事長
高井　新二　　弁護士・元仙台地検検事正
戸田　信久　　弁護士・元京都地検検事正
長井　博美　　弁護士・元広島地検検事正
三浦　正晴　　弁護士・元福岡高検検事長

公益財団法人アジア刑政財団役員名簿
（令和４年 12 月１日現在）

＜北海道＞
札幌支部 （会長・西川　克行　弁護士）
〒 060-0051 北海道札幌市中央区南一条西 12

支 部 一 覧
（令和４年１２月１日現在）

丁目　新永ビル２階　レイズアップ法律事務
所
☎ 011-281-5530　FAX011-281-5534
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海外協力団体所在国など一覧

インドネシア　　　　92/　1
パキスタン　　　　　92/　2� 埼玉支部
ネパール　　　　　　92/　6
マレーシア　　　　　93/　1
フィリピン　　　　　94/　3� 名古屋支部
スリランカ　　　　　94/　8
バングラデシュ　　　94/　8� 日本橋会
フィジー　　　　　　94/　9� 大阪支部
韓国　　　　　　　　94/12

タイ　　　　　　　　95/11� 大阪支部
ソロモン　　　　　　97/　3� 大阪支部
インド　　　　　　　97/10　　　 
トンガ　　　　　　　98/　7�  大阪支部
ケニア　　　　　　　99/10　　　 
ウガンダ　　　　　　99/10
モンゴル　　　　　　00/　2　� 期成会　
中国　　　　　　　　00/10　　　

設立年月　　　提携支部 設立年月　　　　提携支部

担当：田中燈一（平成４年２月 22 日設立）

＜東北地方＞
福島支部（福島支部事務取扱：亀龍会）　　
☎ 03-3266-8021　FAX03-3266-8022

（平成６年５月 31 日設立）

＜関東地方＞
埼玉支部（会長・城　祐一郎　昭和大学医学
部教授）
〒 338-0824 埼玉県さいたま市桜区上大久保
1006-1　（有）ライフデザイン内
☎ 048-840-4477　FAX048-840-4478
担当：志村　厳（平成４年２月 15 日設立）

横浜支部（会長・寺澤　辰麿　（株）横浜銀
行名誉顧問）　
〒 231-0006 神奈川県横浜市中区南仲通３丁
目 35 横浜　エクセレントⅢ９階　川島法律
事務所内　
☎ 045-662-2041　FAX045-662-5408
担当：川島清嘉（平成４年３月５日設立）

本部支部亀龍会（会長・磯崎　信　（株）ユ
ニカ最高顧問）
〒 162-0805 東京都新宿区矢来町 94-6　亀岡
会館内
☎ 03-3266-8021　 FAX03-3266-8022
担当：石橋利香　（平成７年４月 25 日設立）

栃木支部（会長・青木　勲　北関東綜合警備
保障㈱代表取締役社長）
〒 320-0833 栃木県宇都宮市不動前 1-3-14　北
関東綜合警備保障（株）内
☎ 028-639-0300　 FAX028-639-0397
担当：生井昭男（平成７年６月８日設立）

本部支部日本橋会
〒 103-0004　東京都中央区東日本橋 1-5-6　
光陽ホ－ルディングス（株）内　
☎ 03-5820-7600　 FAX03-5820-7755
担当：川瀬達也（平成９年４月 15 日設立）

本部支部期成会  （会長・鈴木　仁　宇都宮
サッシュ工業㈱代表取締役社長）　　
〒 274-0825 千葉県船橋市前原西 2-5-2  狐崎
麻男税理士事務所　
☎ 047-475-2511　 FAX047-475-2512
担当：狐崎麻男（平成１４年９月 27 日設立）

＜中部地方＞
名古屋支部（会長・川口　文夫　中部電力

（株）顧問）
☎ 460-0002　愛知県名古屋市中区丸の内 3-5-
10　名古屋丸の内ビル４階
☎ 052-971-2113　 FAX052-971-2130
担当：山口隼千（平成４年１月 29 日設立）

＜近畿地方＞
大阪支部（会長・瀧　賢太郎　弁護士）
〒 541-0044 大阪府大阪市中央区伏見町 2-6-4
吉田一閑ビル４階　瀧　賢太郎法律事務所内
☎・FAX　06-7223-8093
担当：長谷川　晃子（平成７年７月 25 日設立）

＜中国地方＞
 広島支部（支部長・部谷 俊雄　（株）ひろ
ぎんホールディングス代表取締役頭取）
〒 730-0012 広島市中区上八丁堀鉄也 8-20-
201　冨村・林谷法律事務所内
☎ 082-221-4488　 FAX082-221-3900　
担当：林谷浩二（平成２３年２月５日設立）
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　まずキティポン博士の旭日重光章受章を
喜びたい。博士は記念講演で「この栄誉は
UNAFEI、ACPF のおかげ」と繰り返し、
シキタセンセイへの謝辞を述べた。博士は
UNAFEI（国連アジア極東犯罪防止研修所）
のアラムナイ（卒業生）なのである。
　UNFEI を日本に招致する際、当時の馬場義
續法務事務次官（元検事総長）はこう訴えた。
　「この研修所の設置こそ日本の国際的地位
を高め、アジア地域ひいては世界の犯罪防止

にも貢献し得る」
　今回の創立 60 年・アジア刑政財団 40 年
の式典で、「司法外交」の推進が強調され、
UNAFEI アラムナイ、国連 NGO のトップカ
テゴリーにある ACPF の存在が重要な役割
を担っていることが再確認された。
　国際刑事裁判所（ICC）のホフマンスキー
所長が来日して UNAFEI の森永所長と連携
強化の覚書に署名したのもその一環である。
　「犯罪なき繁栄」へ、息の長い国際貢献が
求められている。（編集長・堤哲／財団評議員）

絹谷幸二画「国際貢献カレンダー」2023
文化勲章受章者

お申し込みは 専用ダイヤル 03-3820-0545
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ウィーンの「鳳凰来儀」について
　ウィーン（オーストリア）国連国際センター 1 階の円形大ロビー・
ロトンダに、アジア刑政財団が国連創設 50 周年を記念して １９９６（平
成８）年に寄贈した故吉田左源二画伯の「鳳凰来儀」の大作が設置
されている。タテ２．４㍍×横７．２㍍。
　同センターの芸術作品を紹介する冊子の表紙にも、この「鳳凰来
儀」を中心としたロトンダの写真が掲載されている（写真左）。
　「この世に平和が満ち、正義が支配するとき、霊鳥・鳳凰が地上
に飛来する」（礼記）と脇の銘板に説明がある。
　国連薬物犯罪事務所（UNODC）は、このセンターに入っている。
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